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新聞はこちらからも
ご覧いただけます。

今
月
の
主
な
紙
面

●政治連盟　 1面

●年頭所感　 2～ 7面

●定期講習会場一覧　 8面

●青年部・女性部 活動報告　 12面

合同会議
▽開催日

2025（令和7）年2月20日（木）

▽開催場所

浅草ビューホテル

東京都台東区西浅草3－17－1

▽会議

①全日電工連理事会・政治連盟役員会

②第109回臨時総会

③全日電工連政治連盟第15回通常総会

　

全
日
電
工
連
は
、
合
同
会

議
（
第
1
0
9
回
臨
時
総
会

と
第
15
回
政
治
連
盟
通
常
総

会
）
を
2
月
20
日
に
東
京
都

で
開
催
す
る
。

　

政
治
連
盟
通
常
総
会
で

は
、
2
0
2
4
（
令
和
6
）

年
度
の
事
業
報
告
、
2
0
2

5
（
令
和
7
）
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
な
ど
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
今
後
の
活

動
や
方
針
な
ど
の
検
討
を
進

め
て
い
く
。

　

電
気
工
事
業
界
は
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
一
翼
を
担
う
業
界

と
し
て
、
従
来
か
ら
の
屋
内

配
線
工
事
を
中
心
と
す
る
経

営
形
態
を
基
盤
に
時
代
の
潮

流
に
沿
っ
た
柔
軟
な
組
織
改

革
・
事
業
体
制
の
構
築
が
必

要
だ
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
た
Ｇ
Ｘ
促
進
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
加
速
、
生

成
Ａ
Ｉ
の
進
展
等
、
時
代
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

中
、
今
後
と
も
電
気
の
プ
ロ

と
し
て
技
術
革
新
に
対
応
し

た
技
術
の
向
上
の
も
と
、
電

気
設
備
の
提
案
活
動
と
施
工

に
よ
り
社
会
か
ら
の
付
託
に

応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

我
々
は
、
日
々
の
技
術
・

技
能
向
上
の
取
組
み
に
よ
り

電
気
保
安
水
準
を
確
保
し
、

国
民
生
活
に
不
可
欠
な
電
気

を
送
り
届
け
る
た
め
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。「
憧

れ
ら
れ
外
部
に
誇
れ
る
業
界

づ
く
り
」
に
向
け
、
業
界
の

技
能
者
育
成
、
D
X
化
支
援

等
に
係
る
施
策
、
地
域
の
施

工
力
を
担
う
組
合
員
事
業
所

の
人
材
確
保
・
育
成
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

政
治
連
盟
は
、
電
気
工
事

議
員
連
盟
関
係
議
員
は
じ
め

議
員
各
位
に
対
す
る
要
望
・

陳
情
な
ら
び
に
当
政
治
連
盟

･
全
日
電
工
連
各
種
会
議
に

出
席
頂
き
、
業
界
に
内
在
す

る
諸
問
題
に
対
す
る
理
解
促

進
、
関
係
強
化
に
努
め
て
き

た
。

　

当
連
盟
相
談
国
会
議
員
の

主
導
に
よ
り
、
税
制
関
係
で

は
、
税
制
改
正
で
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
投
資
促
進
税

制
の
適
用
期
限
が
延
長
さ

れ
、
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む

中
小
企
業
に
対
す
る
税
額
控

除
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
適

用
期
間
を
計
5
年
（
計
画
認

定
2
年
間
、
認
定
か
ら
設
備

導
入
3
年
間
）
に
拡
充
が
な

さ
れ
た
。

　

政
策
措
置
関
係
で
は
、
年

度
末
の
電
線
不
足
に
よ
る
電

気
工
事
に
係
る
工
期
延
長
の

対
応
、
第
一
種
電
気
工
事
士

試
験
の
年
2
回
化
、
更
に
は

継
続
的
解
決
要
請
事
項
の
電

気
工
事
業
登
録
業
務
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
省
か
ら
都
道

府
県
庁
担
当
者
宛
に
事
務
連

絡
と
し
て
、
民
間
委
託
を
行

う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
旨
の

通
知
が
な
さ
れ
た
。

　

成
果
実
現
に
あ
た
っ
て
は

2
0
1
9
年
（
R
1
）
6
月

20
日
念
願
で
あ
っ
た
『
電
気

工
事
議
員
連
盟
（
会
長
西

村
康
稔
衆
議
院
議
員
）』
を

設
立
頂
き
活
発
な
活
動
を
展

開
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

と
も
に
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
加
盟
議
員
数
は
増
加
の
一

途
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
日
電
工
連
と
政
治
連
盟

は
一
体
と
な
り
業
界
の
発
展

・
安
定
化
に
向
け
よ
り
地
道

に
強
力
な
活
動
を
展
開
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
組
合
員

の
役
に
立
つ
事
業
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
組
合
員
の
要

望
・
社
会
の
動
向
を
察
知
し

情
報
提
供
を
図
り
、「
組
合

員
に
頼
り
に
さ
れ
、
役
に
立

つ
政
治
連
盟
」
を
目
指
し
、

事
業
執
行
に
努
め
て
い
く
。

【
本
年
度
の
主
な
要
望
検
討

事
項
】

①
電
気
工
事
資
材
の
販
売
時

の
免
状
提
示
義
務
化
・
電

気
用
品
安
全
法
一
部
改
正

等
②
電
気
通
信
工
事
施
工
管
理

技
士
受
験
機
会
の
拡
大

（
受
験
機
会
を
年
2
回
化
）

③
電
線
盗
難
防
止
の
強
化
対

策
④
保
安
管
理
業
務
の
保
工
分

離
原
則
の
見
直
し

⑤
低
圧
電
気
取
扱
業
務
特
別

教
育
の
講
習
項
目
免
除
措

置
⑥
公
共
工
事
の
労
務
単
価
の

適
正
賃
金
・
分
離
分
割
発

注
の
促
進

⑦
電
気
工
事
従
事
者
の
育
成

支
援

⑧
働
き
方
改
革
関
係
に
係
る

減
税
措
置

⑨
公
共
工
事
ス
ラ
イ
ド
条
項

適
用
の
民
間
案
件
に
対
す

る
指
導
要
請

⑩
特
定
技
能
制
度
「
電
工
職

種
」
の
工
事
範
囲
の
拡
大

措
置

　

高
度
人
材
「
技
術
・
人

文
知
識
・
国
際
業
務
」
の

進
め
る
た
め
、
政
党
な

ら
び
に
相
談
国
会
議
員

・
電
気
工
事
議
員
連
盟

を
核
に
、
国
会
議
員
の

諸
先
生
方
の
ご
理
解
ご

協
力
を
得
て
、
国
会
、

関
係
諸
官
庁
へ
の
陳

情
、
要
望
お
よ
び
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携

を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

【
昨
年
ま
で
の
主
な
要

望
実
現
項
目
】

①
第
一
種
電
気
工
事
士

へ
の
実
務
経
験
年
数

の
短
縮
化
が
実
現

（
2
0
2
1
（
R
3
）

年
4
月
）

②
電
気
工
事
士
免
状
等

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ

ー
ド
化
が
実
現

（
2
0
2
3
（
R
5
）

年
4
月
）

③
災
害
時
に
お
け
る
電

力
会
社
と
の
協
定
に

電
気
工
事
組
合
が
施

工
者
と
明
記
さ
れ
た

（
2
0
2
0
（
R
2
）

【主たる事業の実施経過】

1  月10 日 三役会議・電気関係団体新年賀詞交歓会
   経済産業省・国土交通省等新年挨拶訪問
1  月19 日 議連に対し、電線ケーブル不足対策に関する緊急要請書を提出
2  月15 日 第14回通常総会（京都市開催）： 全議案可決承認
6  月26 日  議連に対し、業界に関する緊急・継続要望書を提出
   （電線盗難防止の強化、業登録のアウトソーシング化）
8  月 1 日 電気保安功労者経済産業大臣表彰
   災害復旧功労団体の部（能登半島地震）
   石川県・富山県・富山県電工組　3組合受賞
10 月28 日 第50回衆議院議員総選挙
11 月20 日 自由民主党政策懇談会にて当会要望の説明と要望書提出
11 月28 日 第5回電気工事技能競技全国大会
   経済産業大臣賞・国土交通大臣賞・文部科学大臣賞を各省から授与

全
日
電
工
連
政
治
連
盟

業

界

の

発

展

・

安

定

化

に

向

け

活

動

業
務
範
囲
拡
充

⑪
そ
の
他
会
員
か
ら
の
要
望

　

併
せ
て
、
全
日
電
工
連
事

業
の
的
確
な
遂
行
対
策
と
し

て
左
記
の
要
望
を
行
う
。

①
人
材
確
保
育
成
・
働
き
方

改
革
法
対
応
に
係
る
中
小

企
業
へ
の
対
策
補
助

②
全
国
大
会
（
電
気
工
事
業

大
会
・
技
能
競
技
大
会
）

成
功
に
向
け
た
支
援

③
女
性
部
会
設
立
に
係
る
指

導
支
援

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
円
滑
に

年
7
月
）

④
中
小
企
業
関
係
税
制
措
置

の
実
現

⑤
免
状
申
請
時
必
要
で
あ
っ

た
住
民
票
の
代
用
と
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

運
転
免
許
証
で
代
用
可
能

（
2
0
2
2
（
R
4
）
年

1
月
）

⑥
免
状
の
旧
姓
使
用
が
可
能

（
2
0
2
2
（
R
4
）
年

4
月
）

⑦
高
所
作
業
車
（
作
業
面
2

ｍ
以
上
）
が
経
審
加
点
対

象
と
な
っ
た
（
2
0
2
3

（
R
5
）
年
1
月
）

⑧
第
一
種
電
気
工
事
士
試
験

の
年
2
回
化
の
実
現
（
2  

0
2
3
年
（
R
5
）
年
11

月
）
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経
済
産
業
大
臣

武
藤　

容
治

（
は
じ
め
に
）

　

令
和
7
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
始
の
能
登
半

島
地
震
を
は
じ
め
と
し
て
、

台
風
や
豪
雨
な
ど
、
多
く
の

予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
が
発
生

し
た
一
年
で
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
々
に
、
改
め
て
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
特
に
能
登
半
島

地
震
で
被
害
を
受
け
た
地
域

で
は
、
な
り
わ
い
の
再
建
を

は
じ
め
、
復
旧
・
復
興
へ
の

道
の
り
は
い
ま
だ
半
ば
で

す
。
私
も
昨
年
実
際
に
現
地

に
足
を
運
び
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
現
場
を
こ
の
目
で
見

て
、
被
災
さ
れ
た
事
業
者
の

方
々
の
再
建
へ
の
思
い
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。
度
重
な
る

災
害
に
よ
り
、
地
域
の
未
来

の
た
め
に
歩
ん
で
い
る
方
々

の
思
い
が
絶
た
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
経

済
産
業
省
と
し
て
も
、
昨
年

と
り
ま
と
め
た
経
済
対
策
に

盛
り
込
ん
だ
支
援
施
策
等
も

通
じ
て
、
引
き
続
き
復
旧
・

復
興
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
が
激
動
す
る

中
で
、
我
が
国
の
経
済
と
社

会
の
安
定
を
い
か
に
守
り
抜

く
か
が
問
わ
れ
た
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
依
然
と
し
て

中
東
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け

る
戦
争
は
収
束
の
兆
し
を
見

せ
ず
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
や
産
業
政
策
も
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ト

ラ
ン
プ
新
政
権
が
発
足
し
よ

う
と
し
て
お
り
、
経
済
・
外

交
政
策
が
ど
う
変
化
す
る

か
、
そ
の
一
挙
一
動
に
世
界

が
注
目
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
中
で
、
我
が
国
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
や
国
際
協

調
の
維
持
に
向
け
た
努
力
を

続
け
る
と
同
時
に
、
長
期
的

な
視
点
で
の
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
や
資
源
確
保
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
き
ま
し

た
。

　

国
内
に
目
を
向
け
る
と
、

人
口
減
少
、
30
年
以
上
続
く

デ
フ
レ
経
済
、
地
政
学
リ
ス

ク
の
高
ま
り
や
企
業
の
国
際

競
争
力
の
低
下
な
ど
、
我
が

国
に
は
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
国

内
外
の
課
題
に
し
っ
か
り
と

目
を
向
け
、変
化
に
対
応
し
、

我
が
国
の
経
済
活
力
を
取
り

戻
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

産
業
政
策
に
つ
い
て
は
、

数
年
間
に
わ
た
る
D
X
、
Ｇ

Ｘ
な
ど
の
成
長
分
野
へ
の
積

極
的
な
国
内
投
資
が
芽
吹

き
、
明
る
い
兆
し
が
現
れ
始

め
ま
し
た
。
実
に
30
年
ぶ
り

と
な
る
水
準
の
賃
上
げ
、
1

0
0
兆
円
を
超
え
る
攻
め
の

設
備
投
資
、
史
上
最
高
値
水

準
の
株
価
、
そ
し
て
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
も
初
め
て
6
0
0
兆
円

の
大
台
を
超
え
る
な
ど
の
成

果
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
足
下
の
物
価
高

を
背
景
に
、
消
費
は
力
強
さ

を
欠
い
て
い
ま
す
。
全
国
的

に
賃
上
げ
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、地
域
や
業
態
に
よ
っ
て
、

上
昇
幅
に
ば
ら
つ
き
も
存
在

し
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
る
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
型
経
済
か
ら
、「
賃
上

げ
と
投
資
が
牽
引
す
る
成
長

型
経
済
」
へ
の
転
換
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
、
物
価

高
に
負
け
な
い
持
続
的
な
賃

上
げ
を
実
現
し
、
こ
れ
を
更

な
る
消
費
と
投
資
へ
繋
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
官
民
あ
げ
て
の
思
い
切
っ

た
成
長
投
資
）

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
我

が
国
の
将
来
の
「
稼
ぐ
力
」

を
生
み
出
す
産
業
の
育
成
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

官
民
が
連
携
し
て
行
う
大

型
投
資
に
よ
る
経
済
効
果

は
、
実
際
に
投
資
を
行
う
大

企
業
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
中
小
企
業
を
は
じ

め
、
そ
の
地
域
に
眠
る
投
資

意
欲
を
覚
醒
さ
せ
、
地
方
創

生
の
「
起
爆
剤
」
と
な
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

世
界
市
場
の
大
き
な
成
長

が
見
込
ま
れ
る
、
A
I
・
半

導
体
分
野
に
つ
い
て
は
、
今

後
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
10

兆
円
以
上
の
公
的
支
援
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

10
年
間
で
50
兆
円
を
超
え
る

官
民
投
資
を
実
現
し
、
約
1

6
0
兆
円
の
経
済
波
及
効
果

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
次
世

代
半
導
体
の
供
給
能
力
を
国

内
に
確
保
す
る
た
め
、
そ
の

量
産
開
始
に
向
け
て
必
要
な

支
援
を
行
う
た
め
の
法
案

を
、
次
期
通
常
国
会
に
提
出

す
べ
く
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

も
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

量
子
分
野
で
は
、
世
界
最
高

水
準
の
研
究
開
発
拠
点
を
作

る
た
め
の
、
大
規
模
投
資
を

行
い
ま
す
。
航
空
機
分
野
で

は
、
国
際
的
な
連
携
も
図
り

な
が
ら
、
脱
炭
素
に
繋
が
る

次
世
代
の
航
空
機
開
発
を
見

据
え
た
事
業
に
官
民
で
投
資

を
行
い
ま
す
。
宇
宙
分
野
で

は
、
衛
星
・
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

ち
上
げ
や
、
そ
こ
か
ら
得
ら

れ
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
加

速
す
る
、
技
術
開
発
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

バ
イ
オ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分

野
で
は
、
バ
イ
オ
医
薬
品
の

国
内
製
造
拠
点
の
整
備
や
、

医
療
機
器
の
研
究
開
発
、
介

護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ヘ
ル
ス

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
社
会
実
装

等
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
含

め
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
分
野

で
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・
事

業
者
の
海
外
展
開
支
援
や
、

エ
ン
タ
メ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
創
出
を
強
化
し
ま
す
。

　

日
本
の
成
長
を
加
速
さ
せ

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

事
業
化
や
、
海
外
展
開
も
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

（
持
続
的
・
構
造
的
賃
上
げ

を
実
現
で
き
る
環
境
づ
く

り
）

　

企
業
が
利
益
を
生
み
出

し
、
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
価
格

転
嫁
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

取
引
適
正
化
に
向
け
た
取

組
を
強
化
し
、
毎
年
3
月
と

9
月
の
「
価
格
交
渉
促
進
月

間
」
に
お
け
る
取
組
に
加
え

て
、
取
引
実
態
に
関
す
る
情

報
収
集
体
制
の
強
化
や
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

の
更
な
る
拡
大
と
実
効
性
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

適
切
な
価
格
転
嫁
を
定
着
さ

せ
る
た
め
、
公
正
取
引
委
員

会
と
、
下
請
法
の
改
正
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
企
業
の
「
稼
ぐ

力
」
を
根
本
的
に
強
化
す
る

た
め
、
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上
や
省
力
化
投
資
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済

を
牽
引
す
る
中
堅
企
業
や
、

売
上
高
1
0
0
億
円
を
目
指

す
中
小
企
業
の
成
長
投
資
も

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
へ

の
対
応
）

　

成
長
を
後
押
し
す
る
支
援

策
と
と
も
に
、
足
元
の
物
価

高
が
続
く
状
況
の
中
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
苦

し
む
方
々
へ
の
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

電
気
・
ガ
ス
料
金
に
つ
い

て
は
、
電
力
使
用
量
が
多
い

1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
使
用

分
に
つ
い
て
、
支
援
を
行
い

ま
す
。
燃
料
油
価
格
の
激
変

緩
和
事
業
に
つ
い
て
は
、
出

口
に
向
け
て
段
階
的
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
支
援
は
い
つ
ま

で
も
続
け
る
べ
き
で
は
な

く
、
併
せ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
の
転
換
も
進
め
ま
す
。

脱
炭
素
電
源
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
に
加
え
、
工
場
・
事

業
所
に
対
す
る
省
エ
ネ
設
備

の
導
入
や
省
エ
ネ
診
断
の
支

援
、
家
庭
に
お
け
る
高
効
率

給
湯
器
の
購
入
支
援
等
を
通

じ
て
、
企
業
や
家
庭
で
の
省

エ
ネ
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

車
の
導
入
も
支
援
し
ま
す
。

（
Ｇ
Ｘ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
）

　

Ｇ
Ｘ
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
定
供
給
、経
済
成
長
、

脱
炭
素
を
一
体
的
に
目
指
す

こ
と
も
重
要
で
す
。
昨
年
末

に
は
、「
Ｇ
Ｘ
2
0
4
0
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」
の
案
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。
D
X
や
Ｇ
Ｘ

の
進
展
に
よ
っ
て
電
力
需
要

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
脱
炭
素
電
源
の
確
保
は

国
力
を
左
右
し
か
ね
な
い
と

い
う
認
識
の
も
と
、
徹
底
し

た
省
エ
ネ
に
加
え
、
再
エ
ネ

や
原
子
力
な
ど
の
脱
炭
素
電

源
の
最
大
限
の
活
用
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
再
エ
ネ
の

更
な
る
導
入
拡
大
に
向
け
、

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

や
洋
上
風
力
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
構
築
、
地
熱
や
中

小
水
力
発
電
の
推
進
、
蓄
電

池
の
導
入
な
ど
を
進
め
ま

す
。
原
子
力
に
つ
い
て
は
、

安
全
性
の
確
保
を
大
前
提

に
、
地
元
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
再
稼
働
の
加
速
化
に
向

け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

次
世
代
革
新
炉
の
開
発
・
建

設
の
具
体
化
、
再
処
理
や
最

終
処
分
を
含
む
バ
ッ
ク
エ
ン

ド
プ
ロ
セ
ス
の
加
速
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
水
素
等
の
大
規
模
な

供
給
と
利
用
な
ど
を
進
め
ま

す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
脱
炭
素
電

源
の
投
資
拡
大
策
や
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
な
ど
施
策

の
具
体
化
を
進
め
、
支
援
と

規
制
・
制
度
的
措
置
を
一
体

的
に
講
じ
る
こ
と
で
、
Ｇ
Ｘ

の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。
加
え
て
、
Ｇ
Ｘ
に
は

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

の
実
現
も
重
要
で
あ
り
、
再

生
材
の
利
用
拡
大
に
加
え
、

環
境
配
慮
設
計
等
を
促
進
す

る
た
め
の
検
討
な
ど
を
、
産

学
官
で
連
携
し
て
進
め
ま
す
。

　

Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
ア
ジ
ア
の
同
志
国
と
の

連
携
も
深
め
て
ま
い
り
ま

す
。
第
2
回
A
Z
E
C
首
脳

会
合
に
お
い
て
、
日
本
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、「
今

後
10
年
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
が
合
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
合
意
に
基
づ
き
、
各
国

の
事
情
に
沿
っ
た
多
様
な
道

筋
の
も
と
で
、
手
を
携
え
な

が
ら
、
ル
ー
ル
形
成
を
含
む

政
策
協
調
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
対
外
経
済
政
策
）

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際

環
境
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て

い
ま
す
。
W
T
O
や
経
済
連

携
協
定
を
通
じ
た
、
ル
ー
ル

ベ
ー
ス
の
国
際
経
済
秩
序
を

維
持
・
強
化
し
て
い
く
方
針

の
も
と
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ

新
政
権
を
は
じ
め
、
重
要
な

同
志
国
や
隣
国
等
と
も
密
に

対
話
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

経
済
安
全
保
障
確
保
の
重

要
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

技
術
革
新
へ
の
投
資
、
需
要

側
の
取
組
も
含
め
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靱
化
と
い

っ
た
政
策
に
よ
り
、
我
が
国

の
製
品
や
技
術
の
更
な
る
優

位
性
確
保
や
、
我
が
国
が
必

要
と
す
る
重
要
物
資
の
確
保

に
万
全
を
期
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ガ
リ
ウ
ム
な
ど
の

レ
ア
メ
タ
ル
の
確
保
、
銅
の

上
流
権
益
確
保
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
定
供
給
確
保
の
た
め
の

資
源
開
発
な
ど
、
先
手
を
打

っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、A
Z
E
C
を
含
め
、

成
長
著
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
ウ
ス
諸
国
で
の
、
日
本
企

業
と
現
地
企
業
等
が
連
携
を

促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

創
出
し
、
日
本
経
済
に
裨
益

す
る
ル
ー
ル
作
り
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
が
続
く
中
、
現
地
企

業
や
中
東
欧
諸
国
な
ど
の
第

三
国
と
連
携
し
、
日
本
企
業

の
強
み
を
生
か
し
た
復
興
支

援
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
福
島
の
復
興
）

　

福
島
復
興
と
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
安

全
か
つ
着
実
な
廃
炉
は
、
引

き
続
き
経
済
産
業
省
の
最
重

要
課
題
で
す
。
A
L
P
S
処

理
水
の
処
分
が
完
了
す
る
ま

で
、
政
府
と
し
て
全
責
任
を

も
っ
て
取
り
組
む
方
針
の
も

と
、
一
部
の
国
・
地
域
に
よ

る
日
本
産
水
産
物
に
対
す
る

輸
入
規
制
の
撤
廃
に
向
け
た

働
き
か
け
を
行
う
と
と
も

に
、
安
全
性
の
確
保
、
風
評

対
策
、
な
り
わ
い
継
続
支
援

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
成
功
し
た
燃

料
デ
ブ
リ
の
試
験
的
取
り
出

し
は
、
よ
り
本
格
的
な
廃
炉

作
業
を
迎
え
る
中
で
重
要
な

一
歩
で
す
。

　

今
後
も
、
安
全
確
保
に
万

全
を
期
し
な
が
ら
、
作
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
着
実
な
廃
炉
の
進
展
に

向
け
、
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り

出
し
な
ど
に
関
す
る
研
究
開

発
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
帰
還
困
難
区
域

の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た

取
組
や
、
事
業
・
な
り
わ
い

の
再
建
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
、
新

産
業
創
出
、
交
流
人
口
・
関

係
人
口
の
拡
大
、
芸
術
文
化

を
通
じ
た
新
た
な
魅
力
づ
く

り
等
を
通
じ
、
被
災
地
の
復

興
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

（
大
阪
・
関
西
万
博
）

　

最
後
に
、
大
阪
・
関
西
万

博
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。
万
博
は
、「
い
の
ち
輝

く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
世
界
中
の

来
場
者
を
出
迎
え
、「
未
来

社
会
の
実
験
場
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、
A
I
・
ロ
ボ

ッ
ト
、
G
X
、
D
X
、
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
最

先
端
分
野
を
発
信
・
社
会
実

装
す
る
機
会
で
あ
り
、
日
本

が
世
界
の
課
題
解
決
を
主
導

し
て
更
な
る
発
展
の
道
筋
を

拓
く
契
機
と
な
る
も
の
で

す
。
国
内
外
か
ら
お
迎
え
す

る
来
場
者
に
未
来
社
会
を
実

感
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫

を
こ
ら
し
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
な
未
来
を
創
っ
て
い
く

べ
き
か
に
つ
い
て
、
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

考
え
ら
れ
る
場
所
と
し
て
い

き
ま
す
。
経
済
産
業
省
と
し

て
も
、
本
年
の
大
き
な
目
玉

と
な
る
政
策
的
取
組
と
し
て

そ
の
成
功
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
お
わ
り
に
）

　

今
年
の
干
支
は「
乙
巳（
き

の
と
み
）」。「
乙（
き
の
と
）」

は
新
た
な
芽
吹
き
や
成
長
の

始
ま
り
の
意
味
、「
巳（
み
）」、

す
な
わ
ち
蛇
は
、
脱
皮
を
繰

り
返
し
て
、
変
化
や
成
長
を

遂
げ
る
動
物
で
す
。「
乙
巳
」

の
本
年
は
、
芽
吹
き
始
め
た

日
本
経
済
の
明
る
い
兆
し
を

大
切
に
育
て
、
万
博
と
い
う

大
舞
台
を
通
じ
て「
い
の
ち
」

の
息
吹
を
吹
き
込
み
、
蛇
の

よ
う
に
し
な
や
か
に
、
力
強

く
伸
び
て
い
く
経
済
を
実
現

し
て
い
く
一
年
に
な
る
こ
と

を
祈
念
し
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
所
感
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新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

春
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
、
元
日
の
能
登
半

島
地
震
、
そ
の
被
災
地
を
襲

っ
た
9
月
の
豪
雨
災
害
を
は

じ
め
、
各
地
で
大
規
模
な
災

害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
改
め

て
、
こ
う
し
た
災
害
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て

の
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
も
能
登
や
東
北
の
現
場

を
視
察
す
る
中
で
、
改
め
て

被
害
の
甚
大
さ
を
確
認
し
、

災
害
へ
の
備
え
や
早
期
の
復

旧
・
復
興
の
必
要
性
を
痛
感

い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

教
訓
を
踏
ま
え
、
今
後
も
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
加
え
て
、
運
輸
分
野

や
通
学
路
等
の
安
全
対
策
、

海
上
保
安
能
力
の
強
化
等
を

通
じ
て
、
国
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱

却
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た

め
、
我
が
国
の
成
長
力
を
高

め
る
べ
く
、
戦
略
的
な
社
会

資
本
整
備
や
地
域
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
、
様
々
な
産

業
分
野
に
お
け
る
担
い
手
の

確
保
、
G
X
・
D
X
の
推
進

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

併
せ
て
、
各
地
域
が
そ
の

特
徴
を
活
か
し
つ
つ
、
持
続

可
能
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
、「
地
方
創
生
2
・
0
」

の
旗
の
も
と
、
地
方
へ
の
人

の
流
れ
を
拡
大
し
、
地
域
雇

用
や
経
済
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
公
共
交
通
な
ど
暮
ら

し
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
行
政
は
、
国
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
我

が
国
の
経
済
や
地
域
の
生
活

・
な
り
わ
い
に
直
結
し
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
国
土
交
通

大
臣
と
し
て
、
現
場
の
声
に

よ
く
耳
を
傾
け
、
国
民
の
み

な
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か

り
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
全
力

で
任
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

本
年
も
、
引
き
続
き
、
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

持
続
的
な
経
済
成
長
の
実

現
、
地
方
創
生
2
・
0
の
推

進
を
柱
に
、
諸
課
題
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
（
能
登
半
島
に
お
け
る
自
然

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
）

　

能
登
半
島
地
震
の
発
災
か

ら
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

改
め
て
能
登
半
島
地
震
及
び

9
月
20
日
か
ら
の
大
雨
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
と

そ
の
ご
家
族
に
対
し
、
心
よ

り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
全

て
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や
ま
ち

の
復
興
は
被
災
者
の
方
々
の

暮
ら
し
と
な
り
わ
い
の
再
建

に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
被

災
自
治
体
の
声
を
よ
く
お
聞

き
し
な
が
ら
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年

末
に
、
国
道
2
4
9
号
の
輪

島
市
門
前
か
ら
珠
洲
市
ま
で

の
通
行
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
全
て
の
集
落
等
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
確
保
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
被
災
地
の
早
期
復
旧

・
復
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う

本
復
旧
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
河

原
田
川
や
塚
田
川
等
の
河
川

や
国
道
2
4
9
号
沿
岸
部
の

地
す
べ
り
発
生
箇
所
に
つ
い

て
は
、権
限
代
行
等
に
よ
り
、

今
年
の
出
水
期
ま
で
に
応
急

対
策
を
概
ね
完
了
さ
せ
る
と

と
も
に
、
本
復
旧
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
大
き
な
津
波

被
害
を
受
け
た
宝
立
正
院
海

岸
で
は
、権
限
代
行
に
よ
り
、

応
急
復
旧
を
実
施
済
み
で
あ

り
、
引
き
続
き
本
復
旧
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
に
つ
い
て
は
、
建
物

倒
壊
地
域
等
を
除
く
全
て
の

地
区
で
昨
年
末
に
断
水
を
解

消
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
家
屋
の
解
体
等
と
あ
わ

せ
て
応
急
復
旧
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
分
散

型
シ
ス
テ
ム
の
技
術
実
証
等

を
含
め
、
上
下
水
道
施
設
の

本
復
旧
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
そ
の
他
の
自
然
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興
）

　

能
登
半
島
に
お
け
る
地
震

・
大
雨
の
他
、
昨
年
は
7
月

の
梅
雨
前
線
や
台
風
第
10
号

等
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
河

川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
等
に

よ
る
家
屋
被
害
や
断
水
等
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
で
は
、
被
災
地

に
お
い
て
一
日
も
早
く
安
全

・
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
早
期
復
旧

と
再
度
災
害
防
止
の
観
点
が

重
要
で
す
。
早
期
復
旧
の
観

点
で
は
、
昨
年
7
月
に
山
形

県
酒
田
市
で
発
生
し
た
土
砂

災
害
の
二
次
被
害
防
止
対

策
、
令
和
5
年
12
月
に
発
生

し
た
奈
良
県
下
北
山
村
に
お

け
る
崩
土
被
害
の
復
旧
代
行

な
ど
自
治
体
へ
の
支
援
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
災
害
査

定
手
続
き
の
効
率
化
・
簡
素

化
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、
再
度
災

害
防
止
の
観
点
で
は
、
昨
年

7
月
に
大
規
模
な
被
害
が
発

生
し
た
最
上
川
な
ど
の
河
川

で
策
定
し
た
「
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
に
よ

り
、
改
良
復
旧
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
、

県
、
関
係
市
町
村
の
連
携
の

も
と
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一

体
と
な
っ
た
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
お
気
持
ち
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
地
域
の
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
に
全
力
を

尽
く
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
災
害
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

さ
ら
に
災
害
に
強
い
国
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
・
再
生
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
・
再
生
は
、
政
府
の
最
優

先
課
題
の
一
つ
で
す
。
引
き

続
き
、
現
場
の
声
に
し
っ
か

り
と
耳
を
傾
け
、
被
災
者
の

方
々
の
お
気
持
ち
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
被
災
地
の
復
興

・
再
生
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

国
が
主
体
と
な
っ
て
整
備

を
進
め
て
き
た
復
興
道
路
・

復
興
支
援
道
路
5
5
0
k
m

に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
12

月
18
日
に
全
線
開
通
し
ま
し

た
。
例
え
ば
、
三
陸
沿
岸
道

路
は
圏
域
の
骨
格
軸
を
形
成

し
、
時
間
短
縮
に
よ
り
交
流

人
口
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
多
く
の
企
業
立
地
を
促

進
し
て
お
り
、間
接
効
果
や
、

災
害
に
対
す
る
強
靱
性
、
低

炭
素
化
な
ど
、
多
様
な
効
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
常
磐
自
動
車
道
に
お

け
る
暫
定
2
車
線
区
間
の
4

車
線
化
及
び
小
高
ス
マ
ー
ト

I
C
の
整
備
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

住
宅
再
建
・
復
興
ま
ち
づ

く
り
で
は
、
避
難
解
除
区
域

内
等
の
復
興
・
再
生
を
図
る

た
め
、
福
島
県
内
の
復
興
再

生
拠
点
の
整
備
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

の
象
徴
で
あ
る
国
営
追
悼
・

祈
念
施
設
に
つ
い
て
、
岩
手

県
・
宮
城
県
に
お
い
て
は
引

き
続
き
適
切
に
管
理
す
る
と

と
も
に
、
福
島
県
に
お
い
て

は
令
和
7
年
度
の
整
備
完
了

に
向
け
て
着
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
）

　

我
が
国
の
国
土
は
災
害
に

対
し
て
脆
弱
で
あ
り
、
激
甚

化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害

や
切
迫
す
る
大
規
模
地
震
な

ど
か
ら
、
国
民
の
皆
様
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は
国

の
重
大
な
責
務
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
末
に
成

立
し
た
令
和
6
年
度
補
正
予

算
も
活
用
し
な
が
ら
、「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
5
か
年
加
速
化
対

策
」
に
基
づ
く
取
組
を
着
実

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
5
か
年
加
速
化

対
策
」
後
も
、
中
長
期
的
か

つ
明
確
な
見
通
し
の
も
と
継

続
的
・
安
定
的
に
切
れ
目
な

く
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
な

事
業
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
令
和
6
年
能
登
半
島

地
震
の
経
験
も
踏
ま
え
つ

つ
、「
国
土
強
靱
化
実
施
中

期
計
画
」
の
策
定
に
係
る
検

討
を
最
大
限
加
速
し
、
早
急

で
す
。
こ
の
た
め
、
国
土
形

成
計
画
に
お
い
て
は
、
目
指

す
国
土
の
姿
と
し
て
「
新
時

代
に
地
域
力
を
つ
な
ぐ
国

土
」
を
掲
げ
、
こ
の
実
現
に

向
け
て
「
シ
ー
ム
レ
ス
な
拠

点
連
結
型
国
土
」
の
構
築
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
、
地
方
へ
の
人

の
流
れ
の
創
出
・
拡
大
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
計

画
の
実
装
に
当
た
っ
て
は
、

二
地
域
居
住
等
の
促
進
や
地

域
生
活
圏
の
形
成
を
は
じ

め
、
計
画
が
描
く
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
国
民
全
体
で
共
有
し

て
い
く
と
と
も
に
、
関
係
省

庁
と
も
緊
密
に
連
携
し
な
が

ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
地
方
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
全
国
計
画
を
基

本
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
個
性
や
強
み
を
活
か

し
て
自
律
的
に
発
展
す
る
圏

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
計
画

と
な
る
よ
う
、
関
係
主
体
と

緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

本
年
も
国
土
交
通
省
の
強

み
で
あ
る
現
場
力
・
総
合
力

を
活
か
し
て
、
国
土
交
通
行

政
に
お
け
る
諸
課
題
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
国
民
の
皆
様
の
一
層
の

御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
本
年
が
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
希
望
に

満
ち
た
、
発
展
の
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
す
。

に
策
定
で
き
る
よ
う
、
関
係

省
庁
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
災
害
時
に
お
け
る
物
流
・

人
流
の
確
保
）

　

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

で
は
、
倒
壊
し
た
電
柱
な
ど

が
支
障
と
な
り
道
路
啓
開
に

時
間
を
要
す
る
と
と
も
に
、

長
期
停
電
・
通
信
障
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
無
電
柱
化
は

電
柱
倒
壊
リ
ス
ク
を
解
消
す

る
と
と
も
に
、
長
期
停
電
等

の
防
止
の
た
め
に
も
重
要
な

対
策
で
す
。
無
電
柱
化
推
進

計
画
に
基
づ
き
関
係
省
庁
等

と
連
携
し
積
極
的
に
無
電
柱

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実

現
（
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

へ
の
対
応
）

　

建
設
資
材
の
価
格
高
騰
へ

の
対
応
も
重
要
な
課
題
で

す
。国
土
交
通
省
と
し
て
は
、

直
轄
工
事
に
お
い
て
、
適
正

な
請
負
代
金
の
設
定
や
契
約

後
の
状
況
に
応
じ
た
契
約
変

更
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
方
公
共
団
体
に
対
し
て

も
、
適
切
な
価
格
転
嫁
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
近
年
の

資
材
価
格
の
高
騰
の
影
響
等

を
考
慮
し
な
が
ら
、
必
要
か

つ
十
分
な
公
共
事
業
予
算
を

安
定
的
・
持
続
的
に
確
保
す

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
改
正
建
設
業

法
に
お
い
て
、
民
間
工
事
も

含
め
資
材
高
騰
分
の
転
嫁
ル

ー
ル
を
新
た
に
定
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
民
間
発
注
者
団

体
や
建
設
業
団
体
等
へ
の
働

き
か
け
や
建
設
Ｇ
メ
ン
の
取

組
を
通
じ
て
本
制
度
の
定
着

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
成
立
し
た
補

正
予
算
に
お
い
て
「
子
育
て

グ
リ
ー
ン
住
宅
支
援
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰

の
影
響
を
特
に
受
け
や
す
い

子
育
て
世
帯
な
ど
に
配
慮

し
、「
G
X
志
向
型
住
宅
」

等
の
新
築
や
、
既
存
住
宅
の

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
対

し
、
環
境
省
及
び
経
済
産
業

省
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
幅

広
く
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
持
続
可
能
な
産
業
の
実
現
、

各
分
野
の
担
い
手
の
確
保
、

生
産
性
の
向
上
）

　

地
域
を
支
え
る
基
幹
産
業

を
活
性
化
し
、
成
長
力
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
産

業
の
実
現
に
向
け
、
各
分
野

に
お
け
る
担
い
手
の
確
保
、

生
産
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
生
活
や
社
会
経
済
を

支
え
る
建
設
業
が
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
で
あ
る
た

め
に
は
、
現
場
を
担
う
技
能

者
の
賃
金
が
、
優
れ
た
技
能

や
厳
し
い
労
働
環
境
に
ふ
さ

わ
し
い
水
準
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
改
正
建
設
業
法
に

基
づ
き
、
資
材
高
騰
分
の
転

嫁
対
策
を
強
化
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
労
務

費
へ
の
し
わ
寄
せ
防
止
を
図

る
と
と
も
に
、
今
後
、
現
場

技
能
者
に
適
正
な
賃
金
を
行

き
渡
ら
せ
る
た
め
の
制
度
の

具
体
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

技
能
者
の
処
遇
改
善
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
国
土
交
通
分
野
に
お
け
る

D
X
の
推
進
）

　

国
土
交
通
省
の
所
管
分
野

に
お
い
て
、
行
政
手
続
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
、
P
r
o
j
e

c
t
L
I
N
K
S
に
よ
る

行
政
情
報
の
デ
ー
タ
化
・
活

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、

D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
普

及
を
促
進
し
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
が
創
出
さ
れ
生
産
性
向

上
が
実
現
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。併
せ
て
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も

確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
い
て

は
、
建
設
現
場
の
生
産
性
向

上
に
向
け
、
I
C
T
施
工
を

は
じ
め
と
す
る
「
i

－

C

o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
、
更
な
る
人
口
減

少
が
予
測
さ
れ
る
中
、
国
民

生
活
や
経
済
活
動
の
基
盤
と

な
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維

持
管
理
を
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
的
に
実
施
し
て
い
く
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
さ

ら
に
一
歩
す
す
め
、「
i

－

C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o

n
2
・
0
」
と
し
て
昨
年
4

月
に
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

i

－

C
o
n
s
t
r
u
c
t

i
o
n
2
・
0
で
は
、
2
0

4
0
年
ま
で
に
建
設
現
場
を

少
な
く
と
も
3
割
の
省
人

化
、
す
な
わ
ち
生
産
性
を
1

・
5
倍
向
上
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
建
設
現
場
の
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
の
i

－

C
o
n
s

t
r
u
c
t
i
o
n
2
・
0

を
中
核
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
り
業
務
全

体
の
変
革
を
目
指
す
「
イ
ン

フ
ラ
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
イ
ン
フ
ラ
D
X
）」
を
推
進

し
、
引
き
続
き
、
生
産
性
向

上
や
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
国
土
交
通
省
が
保
有
す

る
デ
ー
タ
等
の
連
携
基
盤
と

し
て
「
国
土
交
通
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
連
携
デ
ー
タ
の
拡
大
等

を
進
め
、
デ
ー
タ
の
利
活
用

に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
造

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
地
域
の
課
題
解
決
等
を
図

る
た
め
、「
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
実
装
化
支
援
事
業
」
と
し

て
13
地
区
の
先
進
的
な
事
業

を
選
定
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
好
事
例
の
横
展
開
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
昨
年

立
ち
上
げ
た
「
デ
ジ
タ
ル
情

報
活
用
推
進
コ
ミ
ッ
テ
ィ
」

に
お
け
る
議
論
を
通
じ
て
産

官
学
連
携
を
促
進
す
る
な

ど
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
も

た
ら
す
効
果
の
最
大
化
を
一

層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
地
方
創
生
2
・
0
の
推

進
（
分
散
型
の
国
づ
く
り
）

　

個
性
あ
る
文
化
や
豊
か
な

自
然
環
境
を
有
す
る
多
様
な

地
域
か
ら
成
り
立
つ
我
が
国

に
お
い
て
、
人
々
が
地
域
に

誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
、
安

心
し
て
働
き
、
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
国
土
を
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重
要

年
頭
所
感
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文
部
科
学
大
臣

あ
べ　

俊
子

【
は
じ
め
に
】

　

令
和
七
年
の
冒
頭
に
当
た

り
、
謹
ん
で
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
昨
年
の
能
登

半
島
地
震
や
そ
の
後
の
豪
雨

に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
々
に
、
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。文
部
科
学
省
と
し
て
も
、

被
災
者
に
寄
り
添
い
、
学
校

施
設
や
文
化
財
の
復
旧
と
と

も
に
、
創
造
的
復
興
に
向
け

た
取
組
と
、
い
つ
生
じ
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
た

体
制
づ
く
り
を
全
力
で
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
人
」。
い
つ
の
時
代
も
未

来
を
創
り
、
未
来
を
守
っ
て

き
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ

「
人
」
で
す
。
文
部
科
学
省

が
担
う
教
育
、
科
学
技
術
・

学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸

術
は
、
ま
さ
に
そ
の
「
人
」

を
育
て
、「
人
」
の
夢
や
希

望
を
育
む
営
み
で
あ
り
、
様

々
な
課
題
が
山
積
す
る
中
に

あ
っ
て
、
そ
の
役
割
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
極
め
て
重
要
で

す
。
こ
の
国
の
誰
も
が
未
来

に
向
か
っ
て
夢
や
希
望
を
持

ち
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
社

会
を
目
指
し
、
文
部
科
学
行

政
を
着
実
に
前
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

【
教
育
】

　
「
人
づ
く
り
こ
そ
国
づ
く

り
」。
い
つ
の
時
代
も
、
教

育
は
国
家
、
社
会
の
礎
で
あ

り
、
発
展
の
原
動
力
で
す
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
が
、
ど
の
よ
う

な
地
域
に
お
い
て
も
、
最
適

な
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
、
特
に
公
教
育
の

再
生
を
は
じ
め
と
す
る
教
育

の
振
興
や
、
教
育
投
資
の
充

実
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
初
等
中
等
教
育
）

　

公
教
育
再
生
の
要
は
教
師

で
す
。
教
師
は
、
子
供
の
学

び
を
支
え
る
高
度
専
門
職
で

す
。
そ
の
一
方
、
月
当
た
り

の
時
間
外
在
校
等
時
間
が
小

学
校
で
平
均
四
十
一
時
間
、

中
学
校
で
平
均
五
十
八
時
間

と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
厳
し

い
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、

全
て
の
子
供
た
ち
へ
の
よ
り

よ
い
教
育
を
実
現
す
る
た

め
、
教
師
を
取
り
巻
く
環
境

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
教
師
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、
給
特
法

を
改
正
し
、
教
職
調
整
額
を

令
和
十
二
年
度
ま
で
に
確
実

に
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
ま
す
。
教
職

員
定
数
に
つ
い
て
は
、今
後
、

四
年
間
で
計
画
的
に
改
善

し
、
令
和
七
年
度
予
算
案
に

お
い
て
、
小
学
校
教
科
担
任

制
や
中
学
校
生
徒
指
導
担
当

教
師
の
拡
充
な
ど
、
直
近
二

十
年
間
で
最
大
と
な
る
教
職

員
定
数
五
千
八
百
二
十
七
人

の
改
善
な
ど
に
必
要
な
予
算

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
令

和
八
年
度
か
ら
中
学
校
三
十

五
人
学
級
へ
の
定
数
改
善
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
教
師
の
平
均
の

時
間
外
在
校
等
時
間
を
今
後

五
年
間
で
約
三
割
縮
減
し
、

月
三
十
時
間
程
度
と
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
、
取
組
を

加
速
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
の
更
な
る
加
速
化
、
教
師

の
処
遇
改
善
、
学
校
の
指
導

・
運
営
体
制
の
充
実
、
教
師

の
育
成
支
援
に
つ
い
て
、
文

部
科
学
行
政
の
最
重
要
課
題

と
し
て
一
体
的
に
進
め
、
公

教
育
の
再
生
に
向
け
、
教
師

を
取
り
巻
く
環
境
を
抜
本
的

に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
人
一
台
端
末
は
、
個
別

最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学

び
に
不
可
欠
な
公
教
育
の
必

須
ツ
ー
ル
で
す
。
端
末
の
着

実
な
更
新
、
学
校
の
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改
善
、
都
道

府
県
域
で
の
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
共
同
調
達
の
推
進
を

含
む
校
務
Ｄ
デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス

Ｘ
の
推
進
、
自

治
体
や
学
校
へ
の
伴
走
支
援

の
徹
底
強
化
や
、
高
等
学
校

に
お
け
る
Ｄ
デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス

Ｘ
化
の
推
進
等

を
通
じ
た
産
業
を
担
う
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
の
抜
本
的
強

化
を
図
り
ま
す
。
そ
の
際
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
や

Ｃ
Ｂ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
学
び
の

充
実
を
進
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
文
理
横
断
・
探

究
的
教
育
の
充
実
、
地
方
創

生
に
必
要
な
産
業
人
材
育
成

の
た
め
の
専
門
高
校
の
振

興
、
女
子
中
高
校
生
の
理
系

選
択
者
の
増
加
に
向
け
た
取

組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
等
に
よ
り
外
国

語
教
育
や
国
際
交
流
を
強
化

し
ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
も

重
要
で
す
。
こ
ど
も
家
庭
庁

と
も
連
携
し
、
幼
児
期
及
び

幼
保
小
接
続
期
の
教
育
の
質

的
向
上
を
総
合
的
に
図
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
諸
課
題
へ
の
対

応
に
取
り
組
み
つ
つ
、
大
局

的
な
視
点
に
立
っ
て
検
討
を

進
め
て
い
く
た
め
、
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
や
教
師
の
養

成
・
採
用
・
研
修
の
一
体
的

改
革
等
に
つ
い
て
昨
年
中
央

教
育
審
議
会
に
諮
問
し
ま
し

た
。
学
習
指
導
要
領
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
よ
り
質
の

高
い
、
深
い
学
び
を
実
現
す

る
と
同
時
に
、
多
様
な
子
供

た
ち
を
包
摂
す
る
柔
軟
な
教

育
課
程
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
、
ま
た
、
教
師
の
養
成
・

採
用
・
研
修
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
質

の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成

を
加
速
す
る
た
め
の
方
策
に

つ
い
て
、
幅
広
く
検
討
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

学
校
は
、
地
域
に
お
い
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
災
害
時
も
地
域
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
学
校

施
設
に
つ
い
て
、
老
朽
化
対

策
の
推
進
と
教
育
環
境
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
避
難

所
と
も
な
る
体
育
館
へ
の
空

調
整
備
に
つ
い
て
ペ
ー
ス
の

倍
増
を
目
指
し
て
加
速
す
る

な
ど
、
防
災
機
能
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
仮
に

災
害
が
生
じ
た
場
合
で
も
、

子
供
た
ち
の
学
び
を
止
め
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、「
被
災

地
学
び
支
援
派
遣
等
枠
組
み

（
Dデ
ィ
ー
エ
ス
ト

－

Ｅ
Ｓ
Ｔ
）」
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
・
家
庭
・
学

校
の
連
携
・
協
働
に
向
け
て
、

全
て
の
学
校
で
の
学
校
運
営

協
議
会
制
度
の
導
入
に
向
け

た
取
組
を
加
速
す
る
と
と
も

に
、
社
会
教
育
を
通
じ
た
地

域
で
の
学
び
を
促
進
し
ま

す
。
休
日
の
部
活
動
の
地
域

連
携
・
地
域
移
行
に
つ
い
て
、

令
和
七
年
度
ま
で
を
改
革
推

進
期
間
と
し
つ
つ
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
、
計
画
的
に
可

能
な
限
り
早
期
の
実
現
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
文
部
科
学
省

全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。

（
高
等
教
育
）

　

高
等
教
育
機
関
は
、
未
来

の
我
が
国
を
担
う
地
域
や
産

業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
、

人
類
の
知
的
資
産
の
継
承
と

創
造
の
基
盤
と
し
て
、
社
会

の
発
展
や
文
化
の
創
造
、
世

界
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決

に
貢
献
す
る
使
命
が
あ
り
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速

な
進
展
等
に
よ
る
社
会
変
化

を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
使
命

が
果
た
さ
れ
る
よ
う
、
高
等

教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

一
方
、
我
が
国
は
、
急
速

な
少
子
化
と
人
材
不
足
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
国
公
私
立

問
わ
ず
、
高
等
教
育
全
体
の

規
模
の
適
正
化
に
向
け
、
再

編
な
ど
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
地
域
に
お
け
る
質
の
高

い
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス

確
保
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
、
中
央
教
育
審
議
会
で
の

議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
文
部

科
学
省
と
し
て
必
要
な
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ー
ン
等

の
成
長
分
野
を
け
ん
引
す
る

高
度
専
門
人
材
の
育
成
に
向

け
た
学
部
再
編
等
の
改
革
へ

の
支
援
や
社
会
人
の
学
び
直

し
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
質
の
高
い
留
学
生
交
流

の
拡
大
及
び
基
盤
と
な
る
大

学
の
国
際
化
を
一
体
的
に
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
国
立
大

学
法
人
運
営
費
交
付
金
や
施

設
整
備
費
補
助
金
、
私
学
助

成
な
ど
基
盤
的
経
費
を
十
分

に
確
保
し
、
各
大
学
の
機
能

に
応
じ
た
強
化
に
向
け
て
メ

リ
ハ
リ
あ
る
支
援
を
行
い
ま

す
。
先
端
技
術
に
も
対
応
し

た
高
等
専
門
学
校
の
高
度

化
、
国
際
化
を
図
り
ま
す
。

大
学
病
院
は
地
域
の
医
療
人

材
の
育
成
を
担
う
拠
点
と
し

て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
医

療
構
想
の
検
討
と
も
連
携

し
、
大
学
病
院
の
改
革
に
対

す
る
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
立
大
学
に
つ
い
て
は
、

法
人
化
か
ら
二
十
年
が
経
過

し
、
時
代
が
大
き
く
転
換
す

る
中
で
、
必
要
な
機
能
の
強

化
を
図
る
よ
う
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
我
が
国
の

公
教
育
を
支
え
る
私
立
学
校

が
持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
ら

れ
る
よ
う
、
学
校
法
人
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、
私
立
学
校
の
振
興

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
産
業
界
に
伴
走

す
る
職
業
教
育
の
重
要
性
の

高
ま
り
を
踏
ま
え
た
、
専
修

学
校
に
お
け
る
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
昨
年
に
成
立

し
た
学
校
教
育
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
向

け
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
誰
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
機
会
の
保
障
）

　

ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ

て
も
、
子
供
た
ち
が
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

学
び
の
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の

願
い
で
あ
り
、
文
部
科
学
省

の
大
き
な
使
命
で
す
。
こ
ど

も
家
庭
庁
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
省
庁
と
連
携
し
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

小
・
中
・
高
等
学
校
に
お

け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

約
四
十
二
万
人
と
な
り
、
い

じ
め
重
大
事
態
の
発
生
件
数

は
、
前
年
度
比
約
一
・
四
倍

と
な
る
な
ど
、
増
加
し
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中
高

年
頭
所
感
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生
の
自
殺
者
数
が
高
止
ま
り

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
極
め

て
厳
し
い
現
実
で
す
。
誰
一

人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の

保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策

で
あ
る
Ｃコ

コ

ロ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

ン
等
に
基
づ
き
、
校
内
外
の

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
や
学
び
の
多
様
化
学
校

の
設
置
促
進
、
不
登
校
児
童

生
徒
の
保
護
者
へ
の
相
談
支

援
体
制
の
強
化
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
配
置
充

実
の
ほ
か
、
自
殺
予
防
教
育

な
ど
、
対
策
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
充
実
の

た
め
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

学
校
運
営
モ
デ
ル
の
構
築
、

発
達
障
害
の
あ
る
子
供
や
特

別
支
援
学
校
等
に
約
一
万
人

在
籍
す
る
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
子
供
に
対
す
る
支
援
の

充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
養

護
教
諭
等
の
業
務
支
援
体
制

の
強
化
を
進
め
ま
す
。

　

日
本
語
指
導
が
必
要
な
外

国
人
児
童
生
徒
、
貧
困
や
虐

待
等
の
困
難
を
抱
え
る
児
童

生
徒
、
へ
き
地
の
児
童
生
徒

等
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

学
び
の
場
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
等
に
対
す
る
性

犯
罪
・
性
暴
力
は
決
し
て
許

さ
れ
ま
せ
ん
。「
生い
の
ち
 
 
命
の
安

全
教
育
」
や
、
教
育
職
員
性

暴
力
等
防
止
法
等
を
踏
ま
え

た
厳
正
な
取
組
を
推
進
し
ま

す
。

　

夜
間
中
学
の
全
都
道
府
県

等
で
の
設
置
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
日
本
人
学
校
等
で

学
ぶ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

原
石
」
で
も
あ
る
子
供
た
ち

の
た
め
に
、
学
校
の
安
全
対

策
と
国
内
同
等
の
学
び
の
環

境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

い
か
な
る
経
済
的
な
状
況

で
も
、
質
の
高
い
教
育
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
幼
児
教
育
か
ら
高
等
教

育
段
階
ま
で
、
教
育
費
負
担

の
軽
減
に
向
け
た
取
組
を
少

子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
切

れ
目
な
く
行
い
ま
す
。
特
に

高
等
教
育
段
階
に
お
い
て

は
、
子
供
三
人
以
上
を
扶
養

し
て
い
る
多
子
世
帯
の
学
生

等
に
つ
い
て
、
令
和
七
年
度

か
ら
、
所
得
制
限
な
く
、
授

業
料
・
入
学
金
を
国
が
定
め

た
一
定
額
ま
で
無
償
と
し
ま

す
。
ま
た
、
現
下
の
物
価
高

騰
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
各

自
治
体
に
お
け
る
学
校
給
食

費
等
の
保
護
者
負
担
軽
減
に

向
け
た
取
組
を
促
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

我
が
国
に
居
住
す
る
外
国

人
が
、
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
、
国
民
と
と
も
に
円

滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
を
行
う
た
め
、
日

本
語
教
育
機
関
認
定
制
度
を

着
実
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
日
本
語

教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

【
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
】

　

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
、「
見
た
い
、
知
り

た
い
、
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
知
的
好
奇
心
に
立
脚
す

る
、
人
類
の
夢
と
希
望
の
源

泉
で
あ
り
、
社
会
課
題
解
決

に
つ
な
が
る
経
済
成
長
の
原

動
力
で
す
。
一
方
、
我
が
国

の
研
究
力
は
、
相
対
的
に
低

下
傾
向
に
あ
り
、
研
究
力
向

上
に
向
け
た
抜
本
的
な
取
組

の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

学
術
研
究
・
基
礎
研
究
の

充
実
は
、
科
研
費
な
ど
の
競

争
的
研
究
費
だ
け
で
な
く
、

基
盤
的
経
費
に
よ
る
支
援
等

も
通
じ
て
行
い
ま
す
。ま
た
、

国
際
卓
越
研
究
大
学
に
つ
い

て
、
東
北
大
学
が
、
若
手
研

究
者
が
独
立
し
た
環
境
で
挑

戦
で
き
る
機
会
の
拡
大
な
ど

の
新
た
な
取
組
に
挑
戦
す
る

こ
と
を
推
進
す
る
た
め
、
大

学
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
支
援
開

始
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に

進
め
ま
す
。
加
え
て
、
地
域

中
核
・
特
色
あ
る
研
究
大
学

の
抜
本
的
強
化
等
を
通
じ
、

我
が
国
全
体
の
研
究
大
学
の

研
究
力
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
併
せ
て
、
大
学
病
院
等

に
お
け
る
医
学
系
研
究
力
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

大
学
や
研
究
機
関
に
お
け

る
研
究
成
果
を
確
実
に
社
会

実
装
す
る
た
め
、
宇
宙
や
医

療
系
も
含
め
た
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
創
出
・
育
成
の
強
化
、

学
術
論
文
等
の
オ
ー
プ
ン
ア

ク
セ
ス
化
の
推
進
、
産
学
官

が
連
携
し
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
充
実
を

通
じ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
強
化
し

ま
す
。

　

科
学
技
術
人
材
の
育
成
は

重
要
で
す
。
優
れ
た
研
究
者

を
育
成
・
確
保
し
、
次
世
代

を
担
う
若
手
科
学
技
術
人
材

の
意
欲
と
能
力
を
伸
長
す
る

た
め
の
取
組
を
一
層
強
化
し

ま
す
。
人
材
の
裾
野
拡
大
と

才
能
の
更
な
る
伸
長
の
た
め

の
取
組
と
し
て
、
意
欲
と
能

力
の
あ
る
学
生
が
博
士
課
程

を
目
指
し
、
博
士
人
材
が
社

会
の
多
様
な
場
面
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、
博
士
後
期
課
程

学
生
へ
の
経
済
的
支
援
の
強

化
や
産
業
界
等
と
も
連
携
し

た
大
学
院
教
育
改
革
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
整
備
や
処
遇
改
善
な
ど

大
学
や
産
業
界
等
と
協
力
し

た
取
組
等
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

世
界
最
先
端
の
研
究
に
対

し
、
大
胆
に
投
資
し
て
ま
い

り
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
研
究

開
発
や
次
世
代
Ａ
Ｉ
人
材
育

成
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
と

と
も
に
、
素
材
・
材
料
な
ど

の
マ
テ
リ
ア
ル
、
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
、
量
子
技
術
、
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

の
国
家
戦
略
を
踏
ま
え
た
重

要
分
野
の
研
究
開
発
や
設
備

支
援
を
戦
略
的
か
つ
確
実
に

進
め
ま
す
。

　

宇
宙
開
発
は
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
新

た
な
産
業
創
出
や
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
も
重
要
で
す
。

有
人
与
圧
ロ
ー
バ
の
開
発
等

を
通
じ
て
日
本
人
初
の
月
面

着
陸
を
目
指
す
ア
ル
テ
ミ
ス

計
画
等
の
研
究
開
発
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
国
立
研
究

開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
の「
宇
宙
戦
略
基
金
」

を
通
じ
て
、
民
間
企
業
・
大

学
等
に
よ
る
宇
宙
分
野
の
先

端
技
術
開
発
や
技
術
実
証
、

商
業
化
を
支
援
し
ま
す
。

　

更
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
を

支
え
る
基
盤
と
し
て
、
放
射

光
施
設
Ｎナ

ノ

ａ
ｎ
ｏ
Ｔテ

ラ

ｅ
ｒ
ａ

ｓス

ｕ
の
機
能
強
化
、
Ｓス
 
プ
 
リ
Ｐ
ｒ

ｉン
グ
･
 
エ
イ
ト

ｎ
ｇ

－

8
の
高
度
化
、

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
富ふ
が
く岳
」
の
次
世
代
と
な
る

新
た
な
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
開
発
・
整
備
を
は

じ
め
、
世
界
最
高
水
準
の
大

型
研
究
施
設
の
整
備
・
共
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
際

的
に
魅
力
あ
る
拠
点
の
整
備

や
、
先
進
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

等
と
の
国
際
頭
脳
循
環
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
科
学
技
術

分
野
に
お
け
る
経
済
安
全
保

障
や
総
合
的
な
国
力
の
強
化

に
資
す
る
取
組
を
関
係
府
省

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
ま

す
。
火
山
調
査
研
究
推
進
本

部
に
お
け
る
調
査
研
究
の
推

進
や
、
南
海
ト
ラ
フ
海
底
地

震
津
波
観
測
網
の
整
備
・
運

用
な
ど
、
地
震
・
火
山
・
防

災
分
野
の
研
究
開
発
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
加
え
て
、
北

極
域
研
究
船
「
み
ら
い
Ⅱツ
ー
」

の
着
実
な
建
造
、
南
極
地
域

観
測
事
業
を
含
む
海
洋
・
極

域
に
関
す
る
研
究
開
発
を
推

進
し
ま
す
。

　

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
、

革
新
的
な
Ｇ
ジ
ー
エ
ッ
ク
ス
Ｘ
技
術
や
気
候

変
動
に
関
す
る
研
究
開
発
、

Ｉイ
 
ー
 
タ
 
ー

Ｔ
Ｅ
Ｒ
計
画
・ ･
Ｂビ
ー
エ
ーＡ
活

動
等
の
推
進
、
高
温
ガ
ス
炉

に
係
る
研
究
開
発
や
高
速
実

験
炉
「
常
じ
ょ
う
よ
う
陽
」
の
運
転
再
開

を
含
め
た
原
子
力
科
学
技
術

に
関
す
る
幅
広
い
研
究
開
発

や
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。「
も
ん
じ
ゅ
」
や
「
ふ

げ
ん
」
の
安
全
・
着
実
か
つ

計
画
的
な
廃
止
措
置
等
の
取

組
も
推
進
し
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
国
民
一
人

一
人
の
人
生
を
豊
か
に
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
地
域
や
社
会
を
変
え
、

未
来
を
創
り
上
げ
る
力
が
あ

り
ま
す
。
第
三
期
ス
ポ
ー
ツ

基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
を

着
実
に
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ

そ
の
も
の
の
価
値
や
社
会
活

性
化
等
へ
の
寄
与
と
い
っ
た

価
値
を
更
に
高
め
、
ス
ポ
ー

ツ
立
国
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　

今
年
日
本
で
開
催
さ
れ
る

世
界
陸
上
や
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
し
た
大
規
模

国
際
大
会
に
向
け
た
機
運
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
来
年

の
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
二

〇
二
六
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等

を
見
据
え
た
国
際
競
技
力
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
ド
ー
ピ
ン
グ
防
止
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
、
経
営
力
の
強
化
等
を

通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン
テ

グ
リ
テ
ィ
の
確
保
等
を
進
め

ま
す
。

　

併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
地
域
や
経
済
の
活
性

化
、
健
康
長
寿
社
会
・
共
生

社
会
の
実
現
、
国
際
貢
献
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
ア
ス

リ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
、
学
校
体
育
の
充
実
や
地

域
に
お
け
る
持
続
可
能
で
多

様
な
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
、
国
民
の
ス
ポ
ー

ツ
実
施
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
文
化
芸
術
】

　

文
化
芸
術
は
、
人
々
の
創

造
性
を
育
み
、
生
活
を
豊
か

に
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創

生
の
実
現
な
ど
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
第
二

期
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
心
豊
か
で
活
力

あ
る
社
会
を
形
成
す
る
た

め
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
を

契
機
と
し
た
食
文
化
や
文
化

観
光
の
推
進
な
ど
、
文
化
芸

術
と
経
済
の
好
循
環
を
加
速

し
、
文
化
芸
術
立
国
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

　

文
化
財
、
そ
れ
は
国
民
共

通
の
財
産
で
、
地
域
の
誇
り

で
も
あ
り
ま
す
。「
文
化
財

の
匠
た
く
みプ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推

進
し
、
文
化
財
の
修
理
、
防

火
・
耐
震
対
策
等
に
よ
る
強

靱
化
や
活
用
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
日
本
遺
産
等
の
地

域
の
文
化
資
源
の
磨
き
上
げ

を
進
め
ま
す
。国
立
劇
場
は
、

我
が
国
の
文
化
芸
術
の「
顔
」

で
す
。
そ
の
再
整
備
に
つ
い

て
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
早

急
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
ク
リ
エ
イ
タ
ー

等
の
育
成
に
つ
い
て
、
基
金

を
活
用
し
て
複
数
年
度
に
わ

た
っ
て
支
援
す
る
と
と
も

に
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
（
仮
）
に
つ

い
て
保
存
等
の
機
能
を
有
す

る
拠
点
整
備
を
進
め
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

文
化
芸
術
の
振
興
や
「
日
本

博
2
・
0
」、
文
化
芸
術
の

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
Ｄ
デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス

Ｘ
時

代
に
お
け
る
著
作
権
施
策
を

進
め
ま
す
。
文
化
芸
術
活
動

の
基
盤
強
化
、
子
供
た
ち
の

文
化
芸
術
体
験
の
機
会
充
実

を
進
め
ま
す
。

　

昨
年
、
我
が
国
の
「
伝
統

的
酒
造
り
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
、
日
本
が
誇

る
文
化
を
、
世
界
文
化
遺
産

や
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

解
散
命
令
の
請
求
を
行
っ

た
旧
統
一
教
会
へ
の
対
応
に

関
し
て
は
、
関
係
省
庁
と
も

連
携
し
、
裁
判
所
に
お
け
る

審
理
等
へ
の
対
応
に
万
全
を

期
す
と
と
も
に
、
特
定
不
法

行
為
等
被
害
者
特
例
法
の
円

滑
な
執
行
や
被
害
者
の
救
済

に
係
る
取
組
に
最
大
限
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
、
不
活
動
宗
教
法

人
対
策
を
徹
底
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
終
わ
り
に
】

　
「
希
望
は
人
を
成
功
に
導

く
」。「
見
え
な
い
、
聞
こ
え

な
い
、
話
せ
な
い
」
と
い
う

三
重
苦
で
あ
っ
た
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
は
、
人
が
希
望
を
持

つ
こ
と
の
重
要
性
を
こ
の
言

葉
に
込
め
ま
し
た
。
文
部
科

学
省
が
担
う
行
政
分
野
は
、

ま
さ
に
、
様
々
な
人
々
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る
社
会
の
中

で
、
人
々
が
夢
や
希
望
を
持

ち
、
未
来
を
切
り
拓
く
た
め

に
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
。

　

地
方
の
皆
様
も
含
め
、
人

々
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
多

様
な
幸
せ
を
実
現
で
き
る
よ

う
、政
府
一
丸
と
な
っ
て「
地

方
創
生
2
・
0
」
に
取
り
組

み
ま
す
。
文
部
科
学
大
臣
と

し
て
、
教
育
、
科
学
技
術
・

学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸

術
の
力
で
、
地
域
の
可
能
性

を
皆
様
お
一
人
一
人
と
と
も

に
最
大
限
引
き
出
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
現
場
に
足
を
運

び
、
様
々
な
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
未
来
を
創
り
、
未

来
を
守
る
人
を
育
む
た
め
に

必
要
と
さ
れ
る
政
策
を
皆
様

と
御
一
緒
に
一
つ
一
つ
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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国
土
交
通
省　

不
動
産
・
建
設
経
済
局

建
設
振
興
課
長

城　

麻
実

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
国

土
交
通
行
政
の
推
進
に
つ
い

て
、
格
別
の
御
理
解
・
御
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、
令
和
6
年
能
登

半
島
地
震
を
は
じ
め
と
し

て
、
多
く
の
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
建
設
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
皆
様
の
こ
れ
ま
で

の
対
応
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

建
設
業
は
、「
社
会
資
本

整
備
の
担
い
手
」
と
し
て
、

「
災
害
時
に
は
地
域
の
守
り

手
」
と
し
て
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
基
幹
産
業

で
す
。
中
で
も
電
気
工
事
業

は
国
民
生
活
や
経
済
活
動
に

決
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
す

る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
生
活
や
経
済
活
動
を

支
え
、
さ
ら
に
は
人
々
の
暮

ら
し
に
安
全
と
豊
か
さ
を
提

供
す
る
大
変
重
要
な
産
業
で

あ
る
建
設
業
が
、
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

「
処
遇
改
善
」
や
「
働
き
方

改
革
」、「
生
産
性
向
上
」
を

通
じ
て
、
現
場
で
活
躍
し
て

お
ら
れ
る
皆
様
が
や
り
が
い

と
誇
り
を
持
て
る
産
業
、
次

代
を
担
う
若
者
か
ら
選
ば
れ

る
魅
力
的
な
産
業
と
な
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

昨
年
6
月
に
は
、
第
三
次

・
担
い
手
3
法
が
成
立
い
た

し
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
と

し
て
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ

き
、
適
正
な
労
務
費
の
確
保

と
行
き
渡
り
を
図
り
、
資
材

高
騰
分
の
転
嫁
対
策
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
技
能
者
の
処

遇
改
善
に
取
り
組
む
仕
組
み

を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
労
務
費
の
行
き
渡

り
に
つ
い
て
は
、
改
正
建
設

業
法
に
基
づ
き
ま
し
て
、
労

務
費
の
基
準
を
作
成
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
9

月
に
中
央
建
設
業
審
議
会
の

下
に
、
労
務
費
の
基
準
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
、
職
種
別
の
意
見

交
換
も
行
い
な
が
ら
、
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
労
務
費

が
適
切
に
行
き
渡
り
、
技
能

者
の
皆
様
の
賃
上
げ
に
つ
な

が
る
よ
う
、
官
民
連
携
の
下

に
、
こ
の
新
し
い
仕
組
み
が

し
っ
か
り
と
機
能
す
る
も
の

に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
こ

れ
ら
の
施
策
に
御
理
解
、
御

協
力
を
い
た
だ
き
、
電
気
工

事
業
界
並
び
に
建
設
産
業
の

よ
り
一
層
の
発
展
に
向
け
取

組
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

経
済
産
業
省　

中
小
企
業
庁　

長
官

山
下　

隆
一

　

令
和
7
年
と
い
う
新
し
い

年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
春
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
令
和
6
年
能

登
半
島
地
震
や
9
月
の
豪
雨

等
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
中
小
企
業
庁
と
い

た
し
ま
し
て
は
、引
き
続
き
、

被
災
さ
れ
た
事
業
者
の
皆
様

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
生
業

の
再
建
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
足
下
の
日
本
経
済

は
、
賃
上
げ
や
高
水
準
の
国

内
投
資
な
ど
、「
潮
目
の
変

化
」
と
も
い
う
べ
き
兆
し
が

見
ら
れ
る
中
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
経
済
が
持
続
的
な
成
長

を
果
た
す
た
め
に
は
、
ま
さ

に
経
済
の
骨
格
で
あ
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆

様
が
主
役
と
し
て
活
躍
で

き
、
物
価
高
に
負
け
な
い
持

続
的
な
賃
上
げ
を
実
現
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

一
方
で
、
目
下
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り

巻
く
状
況
を
み
ま
す
と
、
物

価
高
や
人
手
不
足
と
い
っ
た

数
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、

中
小
企
業
庁
と
し
ま
し
て

は
、「
取
引
適
正
化
の
推
進
」

「
生
産
性
向
上
支
援
」「
成
長

投
資
支
援
」
の
3
つ
を
本
年

も
強
力
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
中
小
企
業
庁
は
、

公
正
取
引
委
員
会
と
連
携

し
、
価
格
転
嫁
対
策
を
含
む

取
引
適
正
化
を
よ
り
一
層
強

化
す
る
と
と
も
に
、
下
請
法

の
改
正
や
執
行
強
化
を
実
現

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
構
造
的
な
人
手
不

足
の
中
で
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
「
稼
ぐ
力
」
を

高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
特

に
省
力
化
投
資
に
よ
る
生
産

性
向
上
が
肝
要
で
あ
り
、
カ

タ
ロ
グ
か
ら
選
ぶ
よ
う
な
簡

易
で
即
効
性
の
あ
る
省
力
化

投
資
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
内
投
資
や
地

域
経
済
を
牽
引
し
て
い
く
よ

う
な
存
在
で
あ
る
「
1
0
0

億
企
業
」
の
創
出
に
向
け
、

成
長
の
後
押
し
を
行
う
大
胆

な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
開
催
予
定
の

大
阪
・
関
西
万
博
に
つ
き
ま

し
て
も
、
様
々
な
最
先
端
分

野
を
発
信
・
社
会
実
装
す
る

機
会
と
し
て
、
そ
の
成
功
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
令
和
7
年
の
干

支
で
あ
る
「
乙
巳
（
き
の
と

・
み
）」
は
、
努
力
を
重
ね

て
変
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら

柔
軟
に
発
展
し
て
い
く
年
と

言
わ
れ
ま
す
。
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
こ

れ
ま
で
の
ヘ
ビ
ー
（
巳
）
な

環
境
を
乗
り
越
え
「
脱
皮
」

を
遂
げ
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ
と
踏
み
出
し
、
成
長
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
る
べ
く
全
力
を
尽
く
す

所
存
で
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て

実
り
あ
る
年
と
な
る
よ
う
心

よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

経
済
産
業
省

大
臣
官
房　

技
術
総
括
・
保
安
審
議
官

湯
本　

啓
市

　

令
和
7
年
の
年
頭
に
当
た

り
、
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

貴
連
合
会
及
び
会
員
の
皆

様
に
は
、
平
素
か
ら
、
産
業

保
安
行
政
に
対
す
る
格
別
の

御
高
配
を
頂
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
始
の
能
登
半

島
地
震
を
始
め
と
し
て
、
台

風
や
豪
雨
な
ど
、
多
く
の
予

期
せ
ぬ
自
然
災
害
が
発
生
し

た
一
年
で
し
た
。
被
災
さ
れ

た
方
々
に
、
改
め
て
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
特
に
能
登
半
島

地
震
で
被
害
を
受
け
た
地
域

で
は
、
な
り
わ
い
の
再
建
を

始
め
、
復
旧
・
復
興
へ
の
道

の
り
は
い
ま
だ
半
ば
で
す
。

度
重
な
る
災
害
に
よ
り
、
地

域
の
未
来
の
た
め
に
歩
ん
で

い
る
方
々
の
思
い
が
絶
た
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
経
済
産
業
省
と
し
て

も
、
昨
年
取
り
ま
と
め
た
経

済
対
策
に
盛
り
込
ん
だ
支
援

施
策
等
も
通
じ
て
、
引
き
続

き
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
世
界
が
激
動
す
る

中
で
、
我
が
国
の
経
済
と
社

会
の
安
定
を
い
か
に
守
り
抜

く
か
が
問
わ
れ
た
一
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
地
政
学
リ
ス

ク
の
高
ま
り
や
企
業
の
国
際

競
争
力
の
低
下
、
人
口
減
少

な
ど
の
国
内
外
の
課
題
に
対

応
し
、
我
が
国
の
経
済
活
力

を
取
り
戻
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
7
月

に
は
経
済
産
業
省
の
組
織
改

編
が
あ
り
、
産
業
保
安
グ
ル

ー
プ
は
商
務
情
報
政
策
局
か

ら
大
臣
官
房
へ
と
移
設
さ

れ
、「
産
業
保
安
・
安
全
グ

ル
ー
プ
」
へ
と
名
称
が
改
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
化
学

物
質
管
理
部
門
が
製
造
産
業

局
か
ら
当
グ
ル
ー
プ
に
合
流

し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
済
産

業
省
内
の
産
業
保
安
、
製
品

安
全
及
び
化
学
物
質
管
理
に

係
る
保
安
・
安
全
行
政
を
一

体
的
に
進
め
る
体
制
が
構
築

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
新
体
制
の
も
と

で
、
産
業
保
安
分
野
に
お
い

て
は
、
G
X
（
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
に
向
け
た
取
組
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
る
一
方
、
プ

ラ
ン
ト
等
の
老
朽
化
や
保
安

人
材
の
不
足
・
高
齢
化
と
い

っ
た
構
造
的
な
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

I
o
T
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

A
I
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
技

術
革
新
が
急
速
に
進
展
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
技
術
を
活

用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
保
安
」

の
導
入
が
、
今
後
の
産
業
保

安
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の

ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、
水
素

と
C
C
S
に
係
る
国
内
規
制

整
備
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
水

素
に
関
し
て
は
、
昨
年
の
通

常
国
会
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ

る
「
水
素
社
会
推
進
法
」
が

成
立
し
、
低
炭
素
水
素
等
の

製
造
、
輸
送
、
貯
蔵
、
利
用

に
関
す
る
保
安
規
制
が
整
備

さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト

の
高
い
水
素
等
の
製
造
、
輸

送
な
ど
を
支
援
す
る
制
度
も

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
水
素
社

会
推
進
の
前
提
と
な
る
安
全

性
を
確
保
す
べ
く
、
こ
れ
ら

の
規
制
を
し
っ
か
り
と
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
C
C
S

に
関
し
て
は
、
同
じ
く
昨
年

の
通
常
国
会
に
お
い
て
、
二

酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
に

関
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
を

定
め
た
、い
わ
ゆ
る「
C
C
S

事
業
法
」が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
二
酸
化
炭
素

の
回
収
・
貯
留
に
関
す
る
基

本
的
な
枠
組
み
を
定
め
て
お

り
、
貯
留
事
業
等
の
許
可
制

度
と
と
も
に
保
安
規
制
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
3

0
年
ま
で
に
民
間
事
業
者
が

C
C
S
事
業
を
始
め
ら
れ
る

環
境
を
整
え
る
べ
く
、
規
制

制
度
の
施
行
に
向
け
た
準
備

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
製
品
安
全
分
野
で

は
、
最
近
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
の
拡
大
や
子
供
用
製

品
に
起
因
す
る
製
品
事
故
の

増
加
を
受
け
、
昨
年
の
通
常

国
会
で
「
消
費
生
活
用
製
品

安
全
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
の
成
立
、
い
わ
ゆ

る
「
製
品
安
全
4
法
」
の
一

部
改
正
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
モ
ー
ル
等
を
通
じ
て
製

品
を
国
内
消
費
者
に
直
接
販

売
す
る
海
外
事
業
者
を
製
品

安
全
4
法
の
規
制
対
象
と

し
、
国
内
管
理
人
の
選
任
を

義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
子

供
用
製
品
に
対
し
て
は
新
た

な
枠
組
み
を
設
け
、
製
造
・

輸
入
事
業
者
に
国
が
定
め
る

技
術
基
準
へ
の
適
合
や
使
用

上
の
注
意
表
示
を
義
務
付
け

ま
し
た
。
今
後
も
安
全
な
製

品
が
流
通
す
る
市
場
環
境
の

整
備
な
ど
を
通
じ
、
消
費
者

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

化
学
物
質
管
理
分
野
で

は
、
蛍
光
ラ
ン
プ
の
製
造
や

輸
出
入
を
2
0
2
7
年
末
ま

で
に
廃
止
す
る
こ
と
が
「
水

銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
で

決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

計
画
的
な
L
E
D
へ
の
交
換

に
関
す
る
周
知
活
動
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
際

動
向
等
を
踏
ま
え
た
P
F
A

S
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

総
称
）
へ
の
対
応
、
さ
ら
に

は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
実
現
を
見
据
え
て
、
引

き
続
き
適
切
な
化
学
物
質
管

理
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
皆
様
の
電
気
工
事

業
界
で
は
、
少
子
高
齢
化
に

よ
り
、
将
来
的
な
電
気
工
事

士
の
不
足
へ
の
懸
念
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
電
気
工
事
分

野
へ
の
挑
戦
を
一
層
後
押
し

す
る
た
め
、
昨
年
4
月
か
ら

第
1
種
電
気
工
事
士
試
験
の

年
2
回
化
を
実
現
し
、
受
験

機
会
を
拡
大
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
加
え
、
本
年
1
月
か
ら

は
電
気
工
事
士
試
験
に
お
い

て
学
科
試
験
の
受
験
が
免
除

さ
れ
る
試
験
の
範
囲
を
拡
大

し
、
更
な
る
電
気
保
安
の
新

た
な
担
い
手
の
確
保
を
図
り

ま
す
。
経
済
産
業
省
と
し
て

も
、
皆
様
と
連
携
の
も
と
、

引
き
続
き
、
電
気
工
事
業
界

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
電
気
保

安
の
維
持
・
確
保
に
万
全
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

政
府
全
体
の
取
組
と
し

て
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
万
博

は
、「
い
の
ち
輝
く
未
来
社

会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
世
界
中
の
来
場
者
を

出
迎
え
、「
未
来
社
会
の
実

験
場
」の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、

A
I
・
ロ
ボ
ッ
ト
、
G
X
、

D
X
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

と
い
っ
た
最
先
端
分
野
を
発

信
・
社
会
実
装
す
る
機
会
で

あ
り
、
日
本
が
世
界
の
課
題

解
決
を
主
導
し
て
更
な
る
発

展
の
道
筋
を
拓
く
契
機
と
な

る
も
の
で
す
。
国
内
外
か
ら

お
迎
え
す
る
来
場
者
に
未
来

社
会
を
実
感
い
た
だ
け
る
よ

う
な
工
夫
を
こ
ら
し
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
未
来
を
創

っ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い

て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
考
え
ら
れ
る
場

所
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
経

済
産
業
省
と
し
て
も
、
本
年

の
大
き
な
目
玉
と
な
る
政
策

的
な
取
組
と
し
て
そ
の
成
功

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
保
安
・
安
全
グ
ル
ー

プ
は
「
重
大
事
故
の
発
生
や

自
然
災
害
等
に
よ
る
被
害
拡

大
を
防
止
し
、
迅
速
に
復
旧

・
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
、
新

た
な
産
業
基
盤
の
創
出
、
安

全
な
製
品
の
流
通
、
化
学
物

質
の
管
理
を
通
じ
て
、
我
が

国
の
健
全
な
産
業
の
発
展
及

び
国
民
の
安
全
安
心
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
。」
と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
今
年
も
引
き
続
き
、
現

場
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
貴

連
合
会
や
事
業
者
の
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
て
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の

御
発
展
と
御
安
全
を
祈
念

し
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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業界の課題解決と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り

一
般
社
団
法
人
日
本
電
機
工

業
会
（
J
E
M
A
）
の
活
動

に
、
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご

尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
5
年
の
年
頭
に
当

た
り
、
謹
ん
で
所
感
を
申
し

一
般
社
団
法
人

日
本
電
機
工
業
会

会
長

近
藤

史
郎

上
げ
ま
す
。

2
0
2
4
年
は
、
多
く
の

国
や
地
域
で
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
2
0
2
5
年
は
、

こ
の
選
挙
結
果
に
よ
る
政
権

が
、
本
格
的
に
始
動
す
る
年

に
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
実

質
賃
金
を
増
や
す
た
め
の
経

済
対
策
、
米
国
で
は
自
国
第

一
主
義
に
基
づ
く
関
税
の
引

き
上
げ
な
ど
、
国
内
外
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
経
済

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。
予
測
が

難
し
い
状
況
と
な
り
ま
す

が
、
柔
軟
性
と
創
造
性
を
発

揮
し
て
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
る
良
い

機
会
と
捉
え
て
ま
い
り
ま
す
。

生
成
A
I
の
さ
ら
な
る
普

及
な
ど
に
よ
り
、
今
後
電
力

需
要
の
大
幅
な
増
加
が
想
定

さ
れ
る
中
で
、
J
E
M
A
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で

広
く
カ
バ
ー
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
重
要
性
を
増
し
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
電

機
業
界
が
主
導
す
る
技
術
革

新
と
環
境
配
慮
が
、
持
続
可

能
な
未
来
の
実
現
に
大
き
く

寄
与
し
ま
す
の
で
、
会
員
企

業
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
に
お
い

て
は
、
既
設
原
子
力
発
電
所

の
最
大
限
活
用
、
次
世
代
革

新
炉
の
建
設
推
進
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源

化
、
火
力
発
電
の
ゼ
ロ
・
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
と
運
用
高
度

化
、
基
幹
送
電
網
の
整
備
、

分
散
型
グ
リ
ッ
ド
の
構
築
促

進
な
ど
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ

マ
ン
ド
サ
イ
ド
で
は
、
電
化

の
さ
ら
な
る
促
進
は
も
ち
ろ

ん
、
省
エ
ネ
、
環
境
負
荷
低

減
機
器
・
設
備
の
普
及
促
進

に
向
け
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

J
E
M
A
は
そ
れ
ら
を
実

現
す
る
た
め
、
昨
年
「
第
7

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
へ

の
J
E
M
A
提
言
」
を
経
済

産
業
省
に
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
A
I
/
I
o
T

技
術
実
装
に
よ
る
機
器
・
シ

ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
高
効
率

化
・
高
度
運
用
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
開
発
を
進
め
る

と
と
も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
（
C
N
）
実
現
の

た
め
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

関
係
官
庁
、
関
係
団
体
、
会

員
企
業
の
皆
さ
ま
と
積
極
的

に
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
企
業
価
値
の
可

視
化
を
図
る
た
め
に
昨
年
発

行
し
た
『
J
E
M
A
―
G
X

レ
ポ
ー
ト
』
改
定
版
を
、
春

頃
に
発
表
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
秋
に
は
、
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
と
計
測
の
最
先
端

技
術
を
紹
介
す
る
総
合
展
示

会
、
I
I
F
E
S
（
ア
イ
ア

イ
フ
ェ
ス
）
を
「
も
の
づ
く

り
の
未
来
が
集
う

－

革
新

・
連
携
・
共
創

－

」
と
い
う

一
般
社
団
法
人

日
本
電
気
協
会

会
長

貫

正
義

年
頭
の
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
や

従
業
員
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
お
健
や
か
に
新
し
い
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
年
末
年
始
に
電
力
、

ガ
ス
、
水
道
な
ど
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
運
転
管
理
に
従
事

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

昨
年
は
年
明
け
早
々
に
石

川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す

る
最
大
震
度
7
の
地
震
が
発

生
し
、
9
月
に
は
同
県
奥
能

登
地
方
を
中
心
に
豪
雨
が
襲

来
し
ま
し
た
。
こ
の
2
つ
の

自
然
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
生
じ
、
電
力
、
ガ
ス
、

水
道
、
通
信
、
道
路
、
鉄
道

な
ど
の
多
く
の
関
係
者
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
年
初
よ
り

復
旧
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
の
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
に
、
更
な
る
ご
尽
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

今
な
お
不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
被
災
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

電
力
業
界
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
11
月
に
は
東
北
電
力

女
川
原
子
力
発
電
所
2
号
機

が
B
W
R
と
し
て
、
東
日
本

大
震
災
以
降
初
め
て
の
再
稼

働
を
果
た
し
ま
し
た
。
続
い

て
中
国
電
力
島
根
原
子
力
発

電
所
2
号
機
も
12
月
に
再
稼

働
い
た
し
ま
し
た
。
原
子
力

発
電
は
、
わ
が
国
の
電
力
安

定
供
給
と
脱
炭
素
の
両
立
と

い
う
観
点
か
ら
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
や
関
係
各
位

の
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、引
き
続
き
、

安
全
対
策
を
最
優
先
と
し
つ

つ
原
子
力
発
電
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
5
月
に
佐
賀
県

玄
海
町
が
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
処
分
の
文
献
調
査
受

け
入
れ
を
表
明
し
、
11
月
に

は
青
森
県
む
つ
市
の
リ
サ
イ

ク
ル
燃
料
貯
蔵
㈱
中
間
貯
蔵

施
設
が
操
業
を
開
始
す
る
な

ど
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
も
大
き
な
前
進
が
あ
り

ま
し
た
。
本
年
も
、
こ
れ
ま

で
の
努
力
が
実
り
、
さ
ら
な

る
成
果
が
上
が
り
ま
す
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

国
内
外
の
状
況
に
つ
い
て

年
明
け
早
々
の
ア
メ
リ
カ

で
の
政
権
交
代
や
、
今
な
お

続
く
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

な
ど
を
背
景
に
、
世
界
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
情
勢
は
依
然
と
し

て
不
透
明
な
状
態
が
続
い
て

お
り
、
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
ま
す
。

政
府
か
ら
、昨
年
暮
れ
に
、

第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
基
本

計
画
で
は
、
D
X
や
G
X
の

進
展
に
よ
り
、
2
0
4
0
年

に
向
け
て
電
力
需
要
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
寄
与

し
、
脱
炭
素
効
果
の
高
い
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子

力
発
電
を
最
大
限
活
用
す

る
」
こ
と
と
し
、
同
時
に
ま

た
、「
原
発
依
存
度
の
可
能

な
限
り
の
低
減
」
の
文
言
が

削
除
さ
れ
ま
し
た
。
原
子
力

発
電
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

も
「
廃
炉
を
決
定
し
た
原
子

力
発
電
所
を
有
す
る
事
業
者

の
原
子
力
発
電
所
の
サ
イ
ト

内
で
の
次
世
代
革
新
炉
へ
の

建
て
替
え
の
具
体
化
を
進
め

て
い
く
」
と
し
て
お
り
、
事

業
者
の
選
択
肢
を
広
げ
た
一

歩
進
ん
だ
記
載
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
子
力

を
始
め
、
脱
炭
素
電
源
の
建

設
は
、
今
後
太
陽
が
沈
ん
だ

後
の
夜
間
の
供
給
力
と
し

て
、
増
々
重
要
性
が
高
ま
る

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
建
設
に

長
期
間
を
要
し
、
加
え
て
巨

額
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、

国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
脱

炭
素
電
源
建
設
の
た
め
の
事

業
環
境
や
資
金
調
達
環
境
の

整
備
を
急
い
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

協
会
の
使
命
と
責
任

当
協
会
は
、
電
気
を
「
作

る
」「
送
る
」「
使
う
」
と
い

う
全
て
の
事
業
領
域
で
活
躍

す
る
企
業
や
個
人
を
会
員
と

す
る
、
全
国
規
模
で
極
め
て

裾
野
が
広
い
団
体
で
あ
り
ま

す
。
本
年
も
、
全
国
3
、
6

0
0
に
及
ぶ
会
員
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
の
も
と
、
本
部
、

新
聞
部
及
び
全
国
に
所
在
す

る
10
支
部
か
ら
な
る
協
会
の

総
合
力
を
発
揮
し
て
「
電
力

の
安
定
供
給
の
確
保
」
を
支

援
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を

提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
電
気
安

全
の
確
保
」
に
つ
い
て
は
、

電
気
に
関
す
る
民
間
規
格
、

基
準
を
策
定
し
、
常
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
電

気
技
術
に
関
す
る
紙
書
籍
に

加
え
電
子
書
籍
に
も
力
を
入

れ
て
ご
利
用
い
た
だ
く
皆
さ

ま
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

「
電
気
技
術
者
の
確
保
・

育
成
」
に
つ
い
て
は
、
当
会

を
含
む
関
係
8
団
体
で
運
営

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ワ
ッ
ト

マ
ガ
ジ
ン
を
媒
体
と
し
た
電

気
業
界
へ
の
若
年
層
の
入
職

促
進
や
職
業
紹
介
事
業
、
必

要
な
電
気
技
術
を
学
ぶ
た
め

の
講
習
な
ど
を
引
き
続
き
着

実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
第
7
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
や
、
電
力
シ

ス
テ
ム
改
革
な
ど
、「
電
力

安
定
供
給
に
直
結
す
る
情
報

発
信
」
に
つ
い
て
は
、
電
気

新
聞
の
充
実
に
加
え
、
こ
れ

ま
で
築
い
て
き
た
協
会
内
外

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
活

用
強
化
を
図
る
な
ど
、
適
時

的
確
な
情
報
発
信
の
た
め
、

様
々
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
に

今
年
の
干
支
は
乙
巳
（
き

の
と
み
）で
あ
り
ま
す
。「
乙
」

（
き
の
と
）
は
、
周
囲
と
の

調
和
を
保
ち
な
が
ら
自
身
の

目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

く
力
や
、
し
な
や
か
に
伸
び

る
草
木
を
表
し
て
い
ま
す
。

「
巳
」（
み
）
は
蛇
を
表
し
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
再
生

と
変
化
」
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
組
み
合
わ
せ
で

あ
る
乙
巳（
き
の
と
み
）は
、

「
努
力
を
重
ね
、
物
事
を
安

定
さ
せ
て
い
く
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年

は
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
実

り
、
さ
ら
な
る
成
果
が
上
が

る
一
年
に
な
る
と
信
じ
つ

つ
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

最
後
に

私
た
ち
日
本
電
気
協
会

は
、
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆

さ
ま
を
始
め
、
電
気
関
係
事

業
者
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
い
て
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
で
、
11
月
19
日
か
ら

21
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

2
0
2
5
年
は
、
私
た
ち

の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、
新

た
な
価
値
創
出
を
め
ざ
す
年

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
、

関
係
省
庁
、
関
連
団
体
の
ご

協
力
な
く
し
て
、
こ
の
挑
戦

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
皆
さ

ま
の
ご
支
援
と
ご
尽
力
を
賜

り
な
が
ら
、
共
に
未
来
を
切

り
開
い
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
一
年
の
皆
さ
ま
方
の
さ
ら

な
る
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。



第670号 2025年（令和7年）2月1日全 日 電 工 連 （8）

105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

第 一 種 電 気 工 事 士 定 期 講 習
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

2025年 4 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 4月17日 木 103501 かでる 2・ 7
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北 新潟 4月18日 金 117501 新潟ユニゾンプラザ

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

2025年 3 月～2025年 5 月
所属工組の講習を受講しよう！

2025年 3 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東

埼玉 3月 4日 火 124413 埼玉電気会館
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

東京 3月14日 金 126417 全国家電会館
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

神奈川
3 月 3 日 月 127420 

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-46713 月 7 日 金 127421 

中
部 愛知

3月 3日 月 134414 
愛知建設業会館

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-71513 月 7 日 金 134415 

近
畿 大阪 3月 4日 火 153413 大阪府電気工事技術会館

大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

本定期講習は、建設・設備施工管理ＣＰＤ制度の認定プログラムです。

※詳細はＨＰをご確認ください。https://eei.tayori.com/q/cpd/

① 登録のお願い 

講習センターに登録→受講期限を超えないように、みなさまの受講時

期に「講習のご案内」をいたします。

② 受講のお願い

講習センターからの「講習のご案内」により各工業組合または所属工

組実施の講習を受講していただきますようお願いいたします。

（受付期間は、各講習日の2週間前までです）

※ 全日電工連と都道府県電工組は、指定講習機関第1号　講習センターの

実施協力団体として第一種電気工事士定期講習を実施しております。

指定講習機関第1号　一般財団法人電気工事技術講習センター

（以下、講習センター）に登録していただいた方には、受講期

限を超えないように、みなさまの受講時期に「講習のご案内」

をいたします。講習センターからの「講習のご案内」により受

講いただきますようお願いいたします。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

2025年 5 月
地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

岩手 5月 9日 金 112501 奥州市文化会館
岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

福島 5月20日 火 116501 いわき新舞子ハイツ
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

新潟 5月20日 火 117502 
燕三条地場産業振興センター
メッセピア

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

栃木 5月23日 金 122501 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

東京 5月15日 木 126501 全国家電会館
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

近
畿

兵庫 5月16日 金 154501 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

奈良 5月30日 金 155501 
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

中
国 岡山 5月 8日 木 163501 第一セントラルビル 1 号館

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

四
国 高知 5月 9日 金 174501 高知城ホール

高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州
・
沖
縄

佐賀 5月27日 火 182501 佐賀市文化会館
佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 5月13日 火 183501 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

大分 5月16日 金 184501 熊本県青年会館
熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

大分 5月21日 水 185501 大分県教育会館
大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

那覇 5月14日 水 191501 沖縄産業支援センター
沖縄県電気工事業工業組合
℡098-943-0452

登録後「講習のご案内」が届きましたら各都道府県電

気工事業工業組合が実施している第一種電気工事士定

期講習の受講をお願いいたします。

※全国どこの会場でも受講することができます。

受講忘れのないよう登録を！

登録者サービス
本サービスにご登録いただくと、

受講期限が近付くとお知らせいたします。

登　録　方　法

①電話（土日祝日を除く 9：00 ～ 17：00）

　TEL 03-3435-0897 に免状番号、氏名等を連絡

②インターネット

　https://www.eei.or.jp

　または、右のＱＲコードより

　アクセスして申し込みフォームに

　必要事項を入力して返信

満 席

満 席
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2025年度  全日電工連 組合員をサポートする福利厚生事業2025年度

リスクマネジメントに組合の保険制度をご活用ください！
　組合員の皆さまの日々のお仕事や生活には、一体どのようなリスクが潜んでいるのでしょうか。下図は組合員の皆さまを取り巻く様々

な場面で起こり得る事故と、それをカバーできる組合の保険制度をまとめたリスクマップです。

　全日電工連では、賠償事故や資材盗難などの業務上のリスクから、病気やケガなど日々のくらしの中におけるリスクまで、幅広くカバー

する各種保険制度を、スケールメリットによるお手頃な保険料で提供しています。

　事故は起こらないに越したことはありませんが、万一の時に「備え」があるか無いかで、結果は大きく変わります。日頃の備えを確実

にしておくことで、損害を最小限に抑えることも可能になります。ご自身の会社と従業員、ご家族を守るために必要な補償（保障）につ

いて、今一度考えてみませんか。

子どもが

自転車で

歩行者と

衝突、ケガ

をさせた

配電盤の据付

時、結線ミスに

より出火、住宅

が全焼した

従業員が

作業中に転落死、

会社に高額な損害

賠償金

不当解雇により

賠償責任を負った

取引先が倒産、

請負工事の代金

が回収できなく

なった

車両の入替や

メンテナンス

に費用がかか

り、維持管理

が面倒だ

現場に保管して

いた電線が盗難

にあった
台風被害により

事務所が「大規

模半壊」認定さ

れた

代表者が電気

工事中に不慮

の事故で死亡

した

プライベートのゴ

ルフ中に転倒し

骨折により入院

父である社長

が急死し直面

する資金繰り

の不安

夏休み、海で遊

泳中におぼれて

死亡した

脳卒中で倒れ

手術を受けた

従業員が

盲腸で入院

　　　した

高所作業中に落下、

頭を強く打って

　　　　死亡した

初めて

がんと

診断さ

れた

病気や

ケガで

働けな

くなった

離れて暮

らす親が

要介護 2
に認定

賠償責任の
リスク

保有資産の
リスク経営者の

リスク

従業員の
リスク

組合員を

取巻くリスク

①第三者損害賠償制度

②業務災害補償制度
（使用者賠責・雇用慣行賠責）

④取引信用保険制度

⑧オートリース制度
レンタカー制度

③組立保険制度

⑦弔慰金・見舞金制度

⑥グループ共済制度
（3大疾病保障）

⑤生活総合保険制度

②業務災害補償制度
（役員・個人事業主）

②業務災害補償制度
（従業員・下請負人）

組合員の皆さまを取り巻くリスクへの備えは十分ですか？

③組立保険制度
～会社の工事資材や工事物件に対する損害を補償～

第三者損害賠償制度では補償されない自社の損害を補償
する制度です。資材の盗難や、工事物件の火災などをカ
バー。包括契約なので、保険期間中のすべての対象工事
を補償、保険料も割安、加入漏れの心配もありません。

④取引信用保険制度
～取引先を問わずに無審査で貸倒リスクをカバー～

取引先が工事の請負、商品の販売、サービスの提供にか
かわる支払債務を履行しないことで、組合員（被保険者）
が損害を被った場合に、その損害の一定割合を保険金と
してお支払いします。

⑤生活総合保険制度
～日常生活で起こりうるリスクへの備えを充実～

日常生活における「個人賠償責任補償」、「所得補償」、
「介護補償」、「がん補償」、４つの補償からご自身に必要
な補償が選べます。保険金は、分かりやすい一時金でお
支払いします。

⑥グループ共済制度・3大疾病保障
～従業員の福利厚生・経営者の万一に備える団体生命保険～

スケールメリットを活かしたお手頃な掛金で、業務中・
業務外を問わず、死亡・高度障害等、万一のときに大き
な保障が準備できます。
また、オプション「３大疾病保障」の加入により、さら
に充実した保障が備えられます。

⑦弔慰金・見舞金制度
～組合員代表者の万一と事業所の罹災に備える～

代表者が亡くなった際の弔慰金、電気工事中の事故によ
る入院や営業事務所の火災・水災・地震などによる罹災
に対する見舞金を支払う制度です。

⑧オートリース・レンタカー制度
～業務に不可欠な自動車を格安料金でご提供～

業務に欠かすことのできない自動車を、お手頃なリー
ス・レンタル料で提供します。日常使用する軽箱バン、
軽トラックから、高所作業車などの工事用車両まで、
幅広いラインナップでサポートいたします。

②業務災害補償制度
～従業員や役員、個人事業主などの労災に対する補償～

被保険者が業務上および通勤時の偶然な事故によって、
ケガまたは業務上疾病を発症した場合に保険金をお支払
いします。死亡・後遺障害から入院・通院まで幅広くカ
バー。従業員・下請負人コースの加入で経営事項審査の
加点評価基準を充足！

①第三者損害賠償制度
～第三者の身体や財物への賠償責任を補償～

日本国内における対象工事の作業中、またはその作業完
成後に発生した業務上の偶然な事故による第三者（他人）
の身体や財物への損害を補償します。スケールメリット
で大変お得な保険料、ワイドプランへのご加入により、
工事発注者からの要望を幅広くカバーすることが可能です。

※各制度の詳細は、最新版（2025 年度版）パンフレットをご参照下さい。
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105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

13,640 ( )

72

12,870 ( )

72

16,170 ( )

72

全 日 電 工 連 協 賛 会 社 優良製品・商品をご使用下さい！
㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

ア イ ト ス ㈱

ア イ ホ ン ㈱

因 幡 電 機 産 業 ㈱

大 川 被 服 ㈱

河 村 電 器 産 業 ㈱

共 立 電 気 計 器 ㈱

コ ロ ナ 産 業 ㈱

サ ン 電 子 ㈱

㈱ シ ー エ ス エ ー

㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ

積 水 化 学 工 業 ㈱

㈱ ダ イ テ ッ ク

タ キ ゲ ン 製 造 ㈱

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱

東 神 電 気 ㈱

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所

内 外 電 機 ㈱

㈱ 西 田 製 作 所

ニ チ コ ン ㈱

㈱ ニ チ フ

日 東 工 業 ㈱

日 本 電 機 産 業 ㈱

ネ グ ロ ス 電 工 ㈱

パナソニック㈱エレクトリックワークス社

パンドウイットコーポレーション日本支社

㈱ ホ タ ル ク ス

㈱ 前 垣

マ サ ル 工 業 ㈱

マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

矢 崎 エ ナ ジ ー シ ス テ ム ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＤＸ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険 (相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ａ メ デ ィ ア

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス
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弔慰金　▶病死・その他
【北海道】 上川郡 新得電気工事所 岩倉弘行様 67

【宮城】 黒川郡 千田電気 千田静想様 74

【福井】 越前市 丸髙電気商会 高㟁武雄様 94

【埼玉】 鴻巣市 ㈲彰光電工 栗原彰様 86

【千葉】 野田市 山﨑電設 山﨑豊様 68

【千葉】 柏市 ㈲中島電気商会 中島勝様 97

【神奈川】 大和市 ㈲坂井電気 坂井考二様 59

【神奈川】 藤沢市 ㈲藤沢昭電社 伊藤亮輔様 84

【愛知】 名古屋市 長谷電工㈲ 長谷川教文様 74

【愛知】 西尾市 アオキ電工 青木裕様 64

【奈良】 吉野郡 森重電気 森重隆典様 74

【広島】 広島市 旭電業㈱広島営業所 大門憲次様 75

【島根】 出雲市 三原電器工事店 三原勲様 87

【福岡】 福岡市 ㈲石倉電化設備 松尾晋策様 67

【熊本】 宇土市 田中電気工事店 田中好彦様 62

【熊本】 玉名郡 笹原電気工事店 笹原幸嗣様 68

使用済み【住宅設備用エアコン】は正しくリサイクルしましょう！
　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
2
0
0

1
年
4
月
に
本
格
施
行
さ
れ
、
以

来
、
3
億
台
を
超
え
る
使
用
済
み

家
電
4
品
目
（
住
宅
設
備
用
エ
ア

コ
ン
（
以
下
、
エ
ア
コ
ン
）、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
）
の
適
正
処
理

を
行
い
、
廃
棄
物
の
減
量
と
資
源

の
有
効
活
用
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
は
、
排

出
者
（
消
費
者
）
に
適
正
排
出
と

費
用
負
担
を
求
め
る
と
と
も
に
、

『
小
売
業
者
』
に
対
し
て
、
排
出

者
か
ら
の
引
取
義
務
、
及
び
家
電

メ
ー
カ
ー
等
（
指
定
引
取
場
所
）

へ
の
引
渡
義
務
を
課
し
、
家
電
メ

ー
カ
ー
等
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
実

施
す
る
等
の
義
務
を
課
し
て
い
ま

す
。『
小
売
業
者
』
は
排
出
者
と

家
電
メ
ー
カ
ー
等
を
つ
な
ぐ
重
要

な
存
在
で
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る

『
小
売
業
者
』
と
は
、
家
電
販
売

店
だ
け
で
は
な
く
、
家
電
4
品
目

を
施
主
に
販
売
す
る
元
請
お
よ
び

元
請
を
兼
ね
る
工
事
業
者
の
方
々

も
該
当
し
ま
す
。

　

近
年
、
国
（
経
済
産
業
省
・
環

境
省
）が
問
題
視
し
て
い
る
の
は
、

エ
ア
コ
ン
の
回
収
率
（（
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
で
適
正
処
理
さ
れ
た
台

数
）
÷
（
メ
ー
カ
ー
出
荷
台
数
））

が
41
％
と
、
他
の
品
目
と
比
べ
て

際
立
っ
て
低
い
こ
と
で
す
。
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
以
外
の
業
者
に
排
出

さ
れ
た
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
一
つ
で
あ
る
冷

媒
フ
ロ
ン
の
適
正
回
収
が
担
保
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
金
属
や
樹

脂
等
の
国
内
資
源
循
環
の
観
点
か

ら
も
、
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る

『
小
売
業
者
』
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
義
務
を
遵
守
し
、
エ
ア
コ
ン

の
指
定
引
取
場
所
へ
の
持
込
に
是

非
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小売業者に課される義務

過去に売った家電、買替で捨てる家電を引取る義務義務2

家電リサイクル券を使う義務義務1
主に家電リサイクル券には『小売業者』が発券する「料金
販売店回収方式（通称グリーン券）」と、郵便局でリサイ
クル料金を支払う「料金郵便局振込方式（通称郵便局
券）」があります。

グリーン券は施主（排出者）が『小売業者』経由でリサ
イクル料金の支払いができるという利便性があります。

ご注意！！

「小売業者」に課される義務を守らない場合は「家電リサイクル法」違反として
行政指導・行政処分の対象となる可能性があります。

その他にも、収集運搬料金の表示、料金に関する問合せへの応答、家電リサイクル券の
管理・保管等の義務もあります。

　

令
和
6
年
12
月
20

日
、
電
気
工
事
士
法
施

行
令
の
一
部
が
改
正
す

る
政
令
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ

り
、
学
科
試
験
が
免
除

さ
れ
る
範
囲
が
次
回
ま

で
か
ら
次
々
回
ま
で
に

拡
大
さ
れ
た
。

　

電
気
工
事
士
試
験

は
、学
科
試
験
（
1
次
）

と
技
能
試
験
（
2
次
）

が
あ
る
。
従
来
、
学
科

試
験
に
合
格
し
た
受
験

者
は
、
次
回
の
電
気
工

事
士
試
験
を
受
験
す
る

際
に
、
学
科
試
験
を
免

除
さ
れ
て
き
た
。

　

受
験
機
会
を
拡
大
す

る
た
め
年
1
回
の
開
催

で
あ
っ
た
電
気
工
事
士

試
験
を
第
二
種
電
気
工

事
士
試
験
は
平
成
30
年

か
ら
、
第
一
種
電
気
工

事
士
試
験
は
令
和
6
年

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
年
2

回
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
た
め
、
学

科
試
験
の
受
験
が
免
除

さ
れ
る
期
間
が
約
1
年

間
か
ら
約
半
年
間
へ
と

短
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
是
正
す
る
た

め
、
学
科
試
験
の
受
験

が
免
除
さ
れ
る
範
囲
が

「
次
回
の
試
験
ま
で
」
か

ら
「
次
々
回
の
試
験
ま

で
」へ
と
拡
大
さ
れ
た
。

　

令
和
6
年
上
期
の
電

気
工
事
士
試
験
の
学
科

試
験
に
合
格
し
た
場

合
、
令
和
6
年
下
期
の

電
気
工
事
士
試
験
の
学

科
試
験
が
免
除
さ
れ
て

き
た
、
さ
ら
に
令
和
7

年
上
期
の
学
科
試
験
の

受
験
も
免
除
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

詳
細
は
経
済
産
業
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

電
気
工
事
士
試
験
（
第
一
種
）

　
　
　
　
　
　
　

（
第
二
種
）

学
科
試
験
免
除
対
象
期
間
拡
大

三菱電機

「暮らしと設備」

　税制優遇制度もご紹介！

パナソニック

「ＤＥＮＺＡＩ ＴＥＲＡＳＵ」

　補助金の他にも

　お役立ち情報が多数！

補助金活用情報
　お住まいの地域別・商品別に検索できま
す。検索サイトはこちらから（ＱＲ参照）

https://www.meti.go.jp/press/2024/12/20241220001/20241220001.html経済産業省
ホームページ

お
問
合
せ
先

家電リサイクル券センターのサイト

https://www.rkc.aeha.or.jp/index.html

使用済みエアコンを取外した場所から運搬する場合、一般廃棄
物または産業廃棄物収集運搬業許可が必要ですが『小売業者』
に該当する工事業者が自社便で運搬する場合許可は不要です

引取った家電をメーカーに引渡す義務義務3
引き取った使用済みエアコン

は、必ず「指定引取場所」
に持ち込みましょう（適切にリ

ユースされる場合を除きます）

詳しくはこちら

https://www.e-map.ne.jp/
smt/rkcsymap/?dftop=1

『小売業者』に該当する工事業者が

1 自社便で収集運搬する場合
廃棄物処理法の特例で、本来必要な収集運搬業の許可は
不要

2 他の業者に収集運搬を委託する場合
委託先の業者は、一般廃棄物または産業廃棄物収集運搬
業の許可が必要（再委託は禁止）
※収集運搬できる地域は許可のエリアに限る

・家電リサイクル券、家電リサイクル券システムへの入会について

・小売業者の義務など「家電リサイクル法」について
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私
が
こ
の
電
気
工
事
業
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の

は
、
今
か
ら
15
年
前
。
営
業
職
で
と
い
う
こ
と
で
入

っ
た
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
電
気
の
知
識
が
な
い
と
営

業
な
ど
出
来
る
訳
も
な
く
、
す
ぐ
に
電
気
工
事
士
の

資
格
を
取
り
、
最
初
の
3
年
く
ら
い
は
現
場
で
作
業

を
す
る
こ
と
が
私
の
仕
事
で
し
た
。
そ
の
間
も
、
仕

事
の
話
が
あ
れ
ば
、
現
場
調
査
に
出
向
く
が
、
何
度

か
「
女
じ
ゃ
な
く
て
、
男
の
人
を
呼
ん
で

く
れ
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
私
は
電
気
の
知
識
に
自
信
が
な

く
、
会
社
に
戻
り
上
司
を
連
れ
て
も
う
一

度
出
直
す
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
当
時
、
ま

だ
そ
う
い
っ
た
状
況
に
何
の
疑
問
も
持
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
5
年
目
か
ら
は

営
業
職
と
現
場
管
理
の
仕
事
を
行
う
よ
う

に
な
り
、
お
客
様
と
話
す
機
会
も
増
え
て

参
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
お
客
様
か

ら
「
女
性
で
電
気
屋
さ
ん
は
珍
し
い
ね
。

色
々
細
部
ま
で
気
に
か
け
て
く
れ
て
助
か

る
よ
。」
と
言
わ
れ
る
機
会
も
増
え
て
参

り
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
昔
の
出
来
事
を
思
い
出
し
て
、
違

和
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

の
女
性
部
の
活
動
報
告
や
、
1
つ
で
も
多
く
の
都
道

府
県
で
女
性
部
が
発
足
し
て
、
電
気
工
事
業
で
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
人
材
不
足
を
も
解
消

す
る
方
法
な
ど
様
々
な
方
策
を
考
え
、
問
題
点
の
打

開
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
同

じ
環
境
の
中
働
い
て
来
た
仲
間
が
、
同
じ
方
向
を
向

い
て
、同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
話
を
す
る
の
だ
か
ら
、

楽
し
く
な
い
訳
が
な
い
し
、
前
進
し
な
い
訳
が
あ
り

し
て
い
る
自
分
が
お
り
ま
し
た
。

女
性
部
会
の
集
ま
り
は
と
に
か
く
楽
し

く
、
親
友
に
も
話
せ
な
い
仕
事
の
話
が
何

で
も
出
来
ま
す
。
時
に
は
同
じ
現
場
で
仕

事
を
し
た
り
、
補
助
金
の
活
用
法
を
学
ん

だ
り
、
経
審
の
や
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
て
、
女
性
部
が
発
足
し
て
か
ら
、

私
の
電
気
工
事
業
の
ス
テ
ー
ジ
は
格
段
に

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

更
に
、
都
工
組
女
性
部
会
の
会
長
に
な

っ
た
こ
と
で
、
全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
全
国
に
発
足
し
て
い
る
女
性
部
の
会

長
が
集
ま
り
、
自
分
た
ち
の
都
道
府
県
で

ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
私
は
、
大
好
き
な
電
気
工
事

業
界
で
、
男
性
と
女
性
が
お
互
い
を
高
め
合

い
、
業
界
の
地
位
の
更
な
る
向
上
と
新
し
い

世
代
に
憧
れ
ら
れ
る
よ
う
な
業
界
を
目
指

し
、
全
国
や
都
工
組
の
仲
間
た
ち
と
電
気
工

事
業
で
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
目
指
し
ま
す
。

連
載

第
10
回

「
な
ぜ
電
気
屋
は
男
と
決
め
つ
け
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
男
性
主
役
の
業
界
か
も
し
れ
な

い
が
、
女
性
が
い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
…
。」

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
東
京
都
電
気
工
事
工
業

組
合
銀
座
地
区
本
部
の
賀
詞
交
歓
会
に
参
加
す
る
機

会
が
あ
り
、
都
工
組
の
理
事
長
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

お
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
現
場
で
働
く
女
性
が
1
人

参
加
さ
れ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
す
ぐ
に
意
気
投
合
し

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
場
で
天
野
理
事
長
と
山
本
本

部
長
が
私
た
ち
を
見
て
、
女
性
部
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
そ
の
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
そ

ん
な
こ
と
は
非
現
実
的
だ
と
さ
え
思
っ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
、
都
工
組
の
女
性
部
発
足
の
話

を
聞
い
た
の
は
、
そ
の
年
の
8
月
で
11
月
に
は
都
工

組
女
性
部
発
会
式
の
壇
上
で
女
性
部
発
足
の
挨
拶
を

活動報告四国電気工事組合連合会青年部 新
規
雇
入
れ
時
安
全
衛
生
教
育
を
開
催

高
知
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
青
年
部
・
高
知
中
央
支
部

毎
年
、
各
支
部
よ
り
参
加
者
が
増

加
し
た
こ
と
で
継
続
事
業
と
な
り
、

今
年
度
で
3
回
目
の
開
催
と
な
る

「
新
規
雇
入
れ
時
安
全
衛
生
教
育
」

を
、
令
和
6
年
4
月
9
日
に
高
知
市

の
高
知
中
央
支
部
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
各
事
業
所
で
実
施

す
べ
き
新
規
雇
入
れ
教
育
を
、
高
知

県
工
組
青
年
部
が
主
催
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
組
合
所
属
事
業
所
の
負
担

を
軽
減
す
る
事
に
加
え
て
、
同
様
の

教
育
を
同
じ
立
場
の
新
入
社
員
と
共

有
す
る
こ
と
で
、安
全
意
識
の
向
上
、

組
合
組
織
の
存
在
・
認
知
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

て
も
ら
う
事
を
目
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

安
全
衛
生
教
育
は
、
午
前
午
後
の

二
部
制
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
午
前

中
に
は
全
日
電
工
連
発
刊
「
電
気
工

事
へ
よ
う
こ
そ
」
を
テ
キ
ス
ト
に
、

社
会
人
の
マ
ナ
ー
と
し
て
の
自
己
紹

介
、
名
刺
交
換
を
実
施
し
て
、
事
故

事
例
ま
で
を
講
義
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
新
入
社
員

安
全

衛
生
テ
キ
ス
ト
（
中
央
労
働
災
害
防

止
協
会

発
刊
）」
を
元
に
、
電
気

工
事
就
労
者
に
特
化
し
た
労
働
災
害

に
つ
い
て
安
全
衛
生
を
学
べ
る
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
日
に
は
追
加
事
業
と
し

て
、「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
墜
落
制
止

用
器
具
安
全
衛
生
特
別
教
育
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

新
た
に
雇
入
れ
さ
れ
た
雇
用
事
業

所
の
従
事
者
が
、「
即
時
現
場
入
場

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
教
育
を
行
い

ま
し
た
。

各
社
の
新
入
社
員
が
、
自
社
だ
け

で
は
な
く
同
じ
組
合
所
属
事
業
所
の

同
期
新
入
社
員
と
し
て
繋
が
れ
る
の

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
、
席
次

は
1
社
複
数
人
参
加
で
も
隣
同
士
に

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昼
食
も
会
場
で
食
べ
て
も
ら
え

る
よ
う
お
弁
当
も
主
催
者
が
準
備
し

ま
し
た
。

講
義
終
了
後
は
、
参
加
者
一
人
ひ

と
り
が
全
員
の
前
で
「
参
加
し
た
感

想
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
の
新

規
雇
入
れ
教
育
で
参
加
者
同
士
で
の

繋
が
り
が
生
ま
れ
、
お
互
い
に
悩
み

や
思
い
な
ど
を
語
り
合
え
る「
仲
間
」

が
で
き
、
そ
の
繋
が
り
が
広
ま
る
こ

と
で
こ
れ
か
ら
の
電
気
工
事
業
界
が

盛
り
上
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

今
後
は
、
テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
な

が
ら
も
現
場
判
断
を
重
要
視
す
る
よ

う
「
報
連
相
」
に
つ
い
て
の
講
義
や

事
故
・
災
害
事
例
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
時
間
を
と
れ
る
よ
う
、
講
義
内

容
の
配
分
に
注
意
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

事
業
所
単
位
だ
け
で
の
従
業
員
育
成

で
は
な
く
、
組
合
組
織
に

よ
る
組
合
所
属
事
業
所
の

新
規
従
事
者
を
育
成
支
援

す
る
こ
と
で
、
業
界
の
発

展
向
上
、
組
合
組
織
の
強

化
拡
大
へ
と
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
青
年
部

と
し
て
も
、
た
だ
継
続
す

る
事
業
で
は
な
く
、
そ
の

時
代
に
合
わ
せ
た
内
容
の

講
義
を
企
画
し
て
我
々
自

身
も
今
以
上
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

To Be Continued…

午
前
・
午
後
の
二
部
構
成
で
実
施

東京都電気工事工業組合女性部会

Ｔ Ｌadies Ｕnitedのメンバー


